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飛んでみて
天空の旅人たちが故郷竹田のスゴさを体感

初めてわかった！
　ＴＯＰ懇談会で寄せられた声。「一度、空から故郷を眺めてみたい」という夢を実現
する「平成 22 年度竹田市空飛ぶ 100 人プロジェクト」。
　記念すべき第１回目（48 人参加）の飛行が８月 22 日、久住高原「スカイパークあ
ざみ台展望所」を発着場に開催されました。（２回目（52 人参加）は 8 月 28 日開催予定）
　天空の旅人たちは、雄大な久住高原上空で 360 秒の周遊飛行を楽しみました。

初めてわかった！

空中散歩を紙上再現

気分だけでも！

川端康成と竹田・久住高原
　昭和 27 年 10 月、ノーベル賞作家の川端康成先生が取材旅
行に大分県を訪れています。これは当時の大分県知事、細田徳
寿氏の英断によるもので、案内には加藤数功氏と画家の高田力
蔵氏が随行しました。
　そして竹田市には 10 月 27 日から 28 日にかけて、久住高
原や岡城跡などを訪問しました。その足跡は、のちにでる作品

「千羽鶴」の続編、「波千鳥」のなかに克明に記されています。
　当市では竹田高校で講演をした史実を記念し、昨年から「川
端康成記念講演会」を開催しています。

たちが故郷竹田のスゴさを体感

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼❽❾

ヘリコプター搭乗を前に注意事項を聞きます

プロペラ－の轟音とともに離陸。
行ってらっしゃい！

国道 442 号線を真下にさらに高度が上昇

瞬く間に人の姿が小さくなると…「すごいなー」。子どもたちもびっくり！

あっと言う間に上空へ。まもなく旋回。久住高原の広さを実感！右手に広がる雄大な久住山おつかれさまでした～ｖ

竹田が舞台となって
いる作品が掲載され
た『 小 説 新 潮 』（ 昭
和 28 年 9 月号）。
挿絵は、高田力蔵氏
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竹
田
市
で
は
、
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
人
、

事
象
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、
ふ
る
さ
と
竹
田
に
宿
る
「
地
域
遺
伝

子
」
を
今
一
度
見
つ
め
な
お
し
、
明
日
の
地

域
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
「
地
域
学
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
学
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
、

地
域
の
魅
力
、
誇
り
の
再
発
見
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
機
会
と
し
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
遊
覧
飛
行
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
の
際

に
寄
せ
ら
れ
た
声
の
中
に
も
「
住
み
慣
れ
た

ふ
る
さ
と
を
空
か
ら
見
て
み
た
い
」
と
い
う

ご
年
配
の
方
々
の
夢
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
・「
久
住
町
の
す
ば
ら
し
い
景
色
に
感
動
し
ま

し
た
」
（
73
歳
・
女
性
）

・「
い
い
体
験
が
で
き
た
。
竹
田
市
全
域
を
飛

べ
た
ら
も
っ
と
良
い
」
（
65
歳
・
男
性
）

・「
外
か
ら
見
た
竹
田
市
は
、
た
く
さ
ん
の
自

然
環
境
が
集
約
さ
れ
て
、
緑
が
す
ば
ら
し

く
感
動
し
ま
し
た
。
川
端
康
成
先
生
に
も

見
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
」（
50
歳
・
男
性
）

—

体
験
直
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

　

６
分
間
の
飛
行
時
間
な
が
ら
も
、
参
加
者

た
ち
は
久
住
高
原
一
帯
を
上
空
か
ら
存
分
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
参
加
者
は
、
竹
田
の
魅
力
を
あ
ら

た
め
て
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

飛んでみて
天空の旅人

ふ
る
さ
と
竹
田
の

　

空
中
散
歩
が
実
現

飛んでみて

竹田って

　スゴイなー !!

天空の旅人には、それぞれのドラマがある
　第１回目のフライトに参加された 48 人の中から、３組の
ご家族に話を聞きました。

うちの家族は、最高です
　山の下刈などを日頃から熱心にされている久住町仏原の渡辺
房則さん（80 歳）。８月 22 日のフライトの日、満 80 歳の誕生
日を迎えました。傘

さん

寿
じゅ

のお祝いとして、家族は何か心に残るも
のを贈りたいと企画。加えて、妻伊都子さん（78 歳）を日頃献
身的に看病する慰労も込められていました。
　実は、直前までサプライズ。喜んでもらおうと内緒にしてい
たのです。市長より 1 番目の搭乗チケットが手渡され、ついに
初めてのヘリコプターで遊覧飛行へ…。
　搭乗を終えた直後の房則さんは、「いつも家の者がよくしてく
れて、それには本当に感謝しています。（今回のプレゼントに）
うちの家族は、最高です。私はだいたい山が好きですけれども、
上から見てもよく手入れができている。それだけしか、見ちょ
らん ( 笑 )」と、嬉しそうに話してくれました。

私たち夫婦の今年最大の思い出に
　「１年に１回は、いい思い出を作り
たい」と語る荻町藤渡の本田訓敏さん

（71 歳）と妻昭子さん（65 歳）。そし
て、夫の訓敏さんは航空自衛隊に 35
年間の勤務経験をもとに、高所恐怖症
気味だという昭子さんをサポートしま
した。
　搭乗を終えた直後、「すばらしい景
色で、今年の夏のいい思い出になりま
した。もう１回、２回か乗ってみたい」
と目を輝かせながら話す昭子さん。
　また、訓敏さんも「私もヘリはあち
らこちらで乗りましたが、郷土の上空
はやはりいいですね」と話してくれま
した。

写真左から渡辺良一さん
（56 歳）、房則さん（80 歳）、

里 美 さ ん（51 歳 ）、 梨 絵
さん（24 歳）

山がおおきく見えたよ！
　「滅多に乗る機会がないと思い、
息子にいろいろ体験させてあげた
い」と、竹田市三本松の飯田順子
さん（37 歳）は、応募のきっかけ
を語ってくれました。
ヘリコプターや救急車など乗り物
が大好きな , 凛

り

琥
く

くん（５歳）。当
日は緊張気味にフライトに向かい
ましたが、搭乗を終えた直後は「楽
しかった！！やまが大きくみえた
よ。また乗ってみたい！」と喜ん
でいました。

天空の旅人

本田訓敏さん（71 歳）、
昭子さん（65 歳）

飯田順子さん（37 歳）、
凛

り

琥
く

くん（５歳）
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竹
田
な
ら
で
は
の
芸
術
文
化
が
い
ま
開
幕

大
学
の
な
い
ま
ち
に
大
学
生
が
あ
ふ
れ
、
学
び
集
う
竹
田
へ

大分県立芸術文化短期大学竹田キャンパス開設記念
演劇公演「十二夜」
　８月８日、大分県立芸術文化短期大学竹田キャンパス開設を記念して、シェイクスピア
の名作「十二夜」の時代劇版の初公演が竹田市文化会館で催されました。
　また、市内の小中学生児童６名も特別出演しました。
　県内４大学と協定を結ぶ当市は、地域と学生との交流や体験学習を通じて、今後も相互
の発展をめざしていきます。大学のないまちに大学生があふれ、学び集う竹田に向かって。

海難事故にあった双子の兄妹、
紫苑と紫音が再会を果たして抱
擁するシーン
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会
場
に
足
を
運
ん
で

　
　
　
　

得
ら
れ
る
感
動

　

旧
下
竹
田
小
学
校
校
舎
跡
地
が
大
分
県

立
芸
術
文
化
短
期
大
学
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス

と
し
て
再
生
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
竹
田

市
と
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
が
企
画
。
立

命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
、
竹
田
市
内
の

小
・
中
学
校
の
協
力
を
得
て
、
劇
作
家
・
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
名
作
「
十
二
夜
」
を
時
代
劇

に
ア
レ
ン
ジ
し
、
今
回
の
本
舞
台
公
演
が
実

現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

原
作
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代

の
欧
州
の
小
国
が
舞
台
で
し
た
が
、
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
耶
蘇
教
領
主
の
治

め
る
『
豊
後
の
国
』
に
再
構
築
。
ま
た
、
配

役
の
名
前
に
も
ひ
と
工
夫
が
あ
り
、
原
作
の

名
前
を
捩も

じ

っ
て
、
領
主
オ
ー
シ
ー
ノ
は
「
押

野
」、彼
が
恋
焦
が
れ
る
オ
リ
ヴ
ィ
ア
は
「
織

姫
」
と
い
う
風
に
改
名
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
当
時
自
前
の
劇
団

を
抱
え
て
お
り
、
女
性
が
舞
台
に
立
つ
こ
と

を
禁
じ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
芸
短
演
劇

部
員
の
女
子
学
生
た
ち
が
男
役
を
演
じ
て
、

見
事
な
男
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
代
の
楽
曲
を
効
果
的
に
使
用
す
る
な

ど
、
ま
さ
に
『
新
感
覚
時
代
劇
』。
古
典
の

楽
し
さ
が
十
分
に
観
客
に
伝
わ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
終
演
後
、
観
衆
は
こ

の
数
奇
な
運
命
を
辿
る
双
子
兄
妹
の
恋
愛

喜
劇
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
去
る
７
月
１
日
に
当
市
と
協

定
を
結
ぶ
県
内
４
大
学
の
地
域
交
流
担
当

者
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
大
学
側
か

ら
は
「
研
究
を
実
践
す
る
場
、
ま
た
そ
の
成

果
や
作
品
を
発
表
す
る
場
が
ほ
し
い
」
等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の「
十
二
夜
」

公
演
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
今
後
も
さ
ら
に

発
展
的
な
交
流
を
行
い
、
ま
ち
全
体
が
活
気

づ
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
秋
に
は
、
竹
田
市
主
催
の
最
大

の
音
楽
行
事
『
第
64
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日

本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
』
が
行
わ
れ

ま
す
（
10
月
15
日
か
ら
３
日
間
）。

　

我
々
市
民
は
、
竹
田
が
育
ん
だ
先
哲
の
偉

業
を
学
び
、
60
年
以
上
の
長
い
歴
史
が
あ

り
、
世
界
で
活
躍
す
る
音
楽
家
を
輩
出
し
た

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
『
誇
り
』
と
『
自
信
』

を
持
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
若
き
声
楽

家
誕
生
の
ド
ラ
マ
を
ぜ
ひ
見
届
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

竹
田
な
ら
で
は
の
芸
術
文
化
、
新
た
な
幕

が
上
が
り
ま
す
。

　今回の演劇公演では、背景はＤＶＤをスクリーンにプ
ロジェクターで映し出し、セリフは音声を先に撮り、本
番で芝居を音声に合わせる方式を採用しています。狩谷
先生にその意図をお聞きしました。
　　
― 今回の公演の意義は？
　「市民の皆さんに、これで芝居ができるということを分
かっていただきたかった。本当の演劇ファンから言わせ
れば、セリフを言わないし、いろいろ文句があると思う
のですが、でも観るひとから言えば、セリフを間違えな
い訳です。つまり、演じる方も『芝居』ができるのです。
学生には『芝居』っていうのはどういうものかをどうい
うものかを教えるには、これがいいんです」
　　　　
― 今後の竹田市の公演予定は？
　「次はオペラサークルが生でやる予定です」
　　　
― 竹田市民へメッセージをお願いします
　「ライブ演劇の面白さをご理解いただいて、観ているだ
けはなくて、芝居をぜひお演

や
りいただきたい。今日の音源、

バックの映像も一式そのまんまあります。この方式の方
が手軽にできますので（笑）。そういう演劇の楽しみ方も
あるのです」

大分県立芸術文化短期大学
情報コミュニケーション学科　助教

狩谷　 新 
↑「十二夜」に出演した子どもたち

［前列左から］岩下　栞（豊岡小２年）、
山村実夢（竹田小１年）、野村蓮夏（豊
岡小５年）、森裕希乃（緑ヶ丘中１年）

［後列左から］田尻叶多（南部小５年）、
佐藤克斗（城原小５年）　（敬称略） ↑「今年の夏に、自分が変われ

るきっかけになればと応募し
ました。ちょっと緊張したけ
ど、 と て も 楽 し か っ た で す 」
狩谷先生に演技指導を受ける
森裕希乃さん

紫苑・紫音役　双子の兄妹の二役を演じた

黒
くろ

木
き

　梨
り

恵
え

　「大変だったけど、充実していまし
た。竹田の皆さんには、いろいろ支援
していただき、たくさんの方が観に来
てくださいました。
　よかったよ、という言葉をかけても
らって、本当に嬉しかったです。あり
がとうございました」

KARIYA       　　   SHIN

観ているだけではなく、
芝居をお演

や

りいただきたい

お客様の声を紹介します（アンケートより）
・「毎年してほしいと思いました」（40 代・男性）

・「バックの景色や幕なしでどんどん進むのは良かった」（60 歳以上）

・「次回は出演者本人の心から発する言葉と演技を見せてください」（50 代）

・「衣装が魅力的で幻想の世界を思わせる」（80 代）

・「テレビの時代劇より舞台の方が分りやすくて伝わります」（10 代・女性）

・「ラストに少し涙が出たのは私だけでしょうか？」（40 代・女性）

・「芸短大竹田キャンパスだけでなく、市内のいろいろなところで芸短大

　と接点ができることは竹田市民にとって嬉しいことです」（50 代・男性）
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８
月
22
日
、大
分
県
消
防
学
校
（
由
布
市
）

で
行
わ
れ
た
第
26
回
大
分
県
消
防
操
法
大

会
。
出
場
し
た
竹
田
市
消
防
団
は
ポ
ン
プ
車

の
部
（
荻
方
面
隊
）、小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
久

住
方
面
隊
）
と
も
に
優
勝
し
、
久
住
方
面
隊

は
、
11
月
12
日
に
愛
知
県
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

記
録
的
な
炎
天
下
、
訓
練
に
励
ん
だ
各
隊

は
焼
け
付
く
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
で
、
渾
身

の
操
法
を
披
露
、
昭
和
59
年
以
来
の
ダ
ブ
ル

優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
力
以
上
の
も
の
が
発
揮
で
き
た
。
怪
我

人
も
出
る
中
、
一
致
団
結
し
て
頑
張
っ
た
成

果
で
す
。
職
場
や
家
族
、
消
防
関
係
者
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」
荻
方
面
隊
の

指
揮
者
後
藤
英
樹
さ
ん
が
、
そ
の
喜
び
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
で
の
久
住
方
面

隊
の
コ
メ
ン
ト
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
。

第26回大分県消防操法大会

期待される全国大会での活躍
小型ポンプの部（久住方面隊）

［指揮者］　岡　　茂樹
　田北　大策、坂口　悦基、志賀　亮平、志賀　拓哉
　田北　貴久

ポンプ車の部（荻方面隊）
［指揮者］　後藤　秀樹

　山村　寿和、後藤　大賢、大森　康司、山村　　明
　伊藤　慎弥、下田　哲照

消防操法の技術
大分県の頂点に立つ

成
長
を
続
け
る
ア
ル
テ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
２
回
目
の
公
演
と
な

る
「
ア
ル
テ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

８
月
21
日
、
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

瀧
廉
太
郎
記
念
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
身
の

渡
邉
弘
樹
（
バ
リ
ト
ン
歌
手
）
を
中
心
に
、

県
内
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
堂
に
介

し
、「
カ
ル
メ
ン
」
や
「
蝶
々
夫
人
」
な
ど

の
オ
ペ
ラ
や
瀧
廉
太
郎
作
曲
の
唱
歌
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
ど
23
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
中
学
生
、
高
校
生
が
夏

休
み
に
開
催
さ
れ
た
バ
レ
エ
や
演
劇
、
合
唱

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
を
舞
台
で
披
露

し
ま
し
た
。

　

本
物
の
芸
術
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験
し
て

も
ら
い
、
こ
の
竹
田
で
活
き
た
芸
術
を
根
付

か
せ
よ
う
と
す
る
『
ア
ル
テ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
』。

観
衆
は
惜
し
み
な
い
感
動
の
拍
手
を
い
つ
ま

で
も
送
り
続
け
ま
し
た
。

↑サ ン ホ ー ル は 超 満 員 。 ア ン コ ー ル 曲
「千の風になって…」を観客とステージが

ひとつになって大合唱に

「第25回竹田市美術展」作品募集中

　この展覧会は、美術を愛好する者の自由な創作の
発表の場であり、この活動を通して会員相互の研鑽
と地域文化の向上、発展を図るものである。

■会　　期　平成22年９月28日㈫～10月11日㈪
　　　　　　＊９：00～17：00（最終日は16：00まで）
　　　　　　＊10月４日㈪は休館日
■会　　場　竹田市民ギャラリー水琴館
■応募資格　竹田市在住で高校生以上の者
　　　　　　（市内通勤者も可）
■出品点数　１人１点（無審査）
■作品の種類・規格
　種類……日本画、洋画、版画、工芸、彫刻（展示

可能な作品）
　規格……作品の大きさは自由・作品は額装するこ

と（平面作品）
　　　　　（10号以上のガラス装は不可・アクリルは可）
■出 品 料　一般1,000円　　学生　無料
■搬 入 日　平成22年９月26日㈰　13:00～14:00
■搬入場所　竹田市民ギャラリー水琴館
　　　　　　（竹田市殿町　☎63-2200）
■搬 出 日　平成22年10月11日㈪ 16：00～17:00
　　　　　　（時間厳守）
　　　　　　＊会場に保管できません
　　　　　　＊不可抗力による作品の破損については一切責任を負えません

●お問い合せ　竹田市美術協会事務局（阿南初夫）
　　　　　　　☎0974-63-0047
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　９月 20 日㈪は敬老の日です。長年にわたり社会のために
尽くされた高齢者のみなさん全員に感謝を捧げ、ご長寿を祝
いましょう。
　竹田市では、日頃から地域の民生委員が高齢者宅を訪問す
るなど、地域の繋がりを大事にしています。市長が 100 歳
の誕生日に訪問、また敬老の週間に合わせて、最高齢者の訪
問をします。
　今月号は 100 歳以上の方をご紹介します。（敬称略）

↑昨年の訪問の様子（後藤畢子さん）

◎１０８歳　後　藤　畢　子（東古町）
◎１０６歳　森　  シトミ（藤　渡）
◎１０５歳　工藤　キミヱ（向　岳）
◎１０３歳
　森　　スミエ（古　市）
　宇都宮ミチコ（上菅生）
　佐藤　正未世（百　木）

　竹田市では自治会、地区社協等の団体が敬
老行事を行った場合、対象者（70 歳以上の方）
１人に対し 800 円の補助金を交付します。
　この補助金は、地域社会に貢献されてきた高
齢者の方々の長寿を祝い、地域住民との交流
による高齢者が住みなれた地域で安心して暮
らせる環境づくりを目的に交付するものです。
　敬老行事を実施される団体は、下記により
申請してください。
申請期間：平成 22 年９月１日㈬～ 10 月 29 日㈮
申請書類：竹田地区は各地区分館に、荻、

久住、直入地区は各支所いきい
き市民課に用意しています。

提 出 先：福祉事務所
　　　　　又は各支所いきいき市民課
●お問い合せ
　竹田市福祉事務所 管理係　☎ 63-4811
　荻支所いきいき市民課　☎ 68-2211
　久住支所いきいき市民課　☎ 76-1113
　直入支所いきいき市民課　☎ 75-2211

◎１０１歳
　小池シスヱ（上　町）　後藤サツキ（下平田）　相良　貞子（寺　町）
　佐藤　次夫（久住荘）　平井アサコ（西　中）　伊東ヨシ子（三　砂）
　岩下チミ子（梅の木）　原田　守男（鬼　田）　瀬井　春雄（桜町東）
   佐藤ヒサエ（梅の木）
◎１００歳
　森　　　郷（馬　場）　荒巻　武夫（今　村）　岩下　久子（梅の木）
　志賀キヨコ（西小路）　堀　ヤチヨ（滝　部）　倉𠩤　久古（三　砂）
　相馬　初枝（宮　戸）　藤井ヒテ子（上飛田）　今永スエ子（田　代）
　池田　トモ（阿　蔵）　久保田照子（岡城通り）

※平成 22 年８月 16 日現在の満年齢です。

◎１０２歳
　廣瀨　ヒサヱ（　枝　）
　佐田　マチコ（穴井迫）
　田北　スミヱ（橘　木）
　大津留フミ子（次倉中央）

敬老会補助額１人につき
８００円を交付します

わがまちの大自慢！
アッパレ！100歳31人！

城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

竹
田
市
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
の
一
環
で
、

竹
田
市
は
東
京
大
学
大
学
院
景
観
研

究
室
と
連
携
し
て
基
本
方
針
作
成
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

「
白
水
ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
事
業
」

を
は
じ
め
と
す
る
農
業
土
木
遺
産
を

含
む
農
村
景
観
に
関
し
て
調
査
研
究

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
継

続
し
て
実
施
さ
れ
る
一
方
で
、
本
年

度
か
ら
も
う
一
つ
の
柱
と
な
る
「
城

下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
連

し
た
調
査
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
多
岐
に
わ
た
る
基

礎
調
査
を
踏
ま
え
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
方
向
性
を
議
論
し
て
い
く
た

め
、
竹
田
市
と
東
大
景
観
研
究
室
と

の
「
受
託
研
究
制
度
」
と
ふ
る
さ
と

財
団
の
「
ま
ち
な
か
再
生
支
援
専
門

家
派
遣
事
業
」
を
活
用
し
て
実
施
し

ま
す
。
今
年
度
２
回
目
と
な
っ
た
７

月
19
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
の
実
地

調
査
に
は
、
東
大
景
観
研
究
室
の
中

井
祐
教
授
を
は
じ
め
教
員
６
名
、
大

学
院
・
学
生
15
名
が
竹
田
入
り
し
、

城
下
町
班
と
農
村
班
に
分
か
れ
て
、

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
城
下
町
班

で
は
城
下
町
研
究
の
素
材
と
し
て
、

建
物
景
観
の
ほ
か
、
町
割
り
、
水
路
、

駐
車
場
、
交
通
体
系
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
実

地
踏
査
と
面
接
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
城
下
町
で
の
市
民
活
動

に
関
わ
る
団
体
の
代
表
等
の
皆
さ
ん

に
は
、
図
書
館
建
設
構
想
検
討
の
基

礎
調
査
を
含
め
、
市
民
活
動
の
実
態

調
査
や
ニ
ー
ズ
調
査
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
新
竹
田
市
立
図
書
館
を
考

え
る
会
」と
の
意
見
交
換
会
も
あ
り
、

今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
市
民
ニ
ー

ズ
を
含
む
基
礎
資
料
を
集
約
整
理

し
、次
回
以
降
、さ
ら
に
調
査
研
究
が

深
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
こ
の
作
業
の
過
程
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
や
意
見
交
換

の
場
と
し
て
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
等
を
開
催
し
、
22
～
23
年
度
に

取
り
組
む
「
竹
田
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
作
業
と
も
整

合
を
図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

城下町の調査研究用に作成中の城下町竹田の模型は
約 2.5 ｍ四方の大きなものです。

祝ご長寿
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竹田市の学校給食は、
　県産品活用率 80.5％で県内トップ

お
い
し
い
笑
顔
は
、

  

顔
の
見
え
る
食
材
か
ら

大
分
県
が
平
成
21
年
11
月
に
実
施
し
た
学
校
給
食

の
食
材
使
用
割
合
調
査
に
よ
れ
ば
、
竹
田
市
県
産

品
活
用
率
は
80
・
５
％
で
県
内
１
位
（
県
平
均

54
・
３
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
現
場
に
安
心

安
全
な
地
元
食
材
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

写真は市内小学５年生による
宿泊体験にて（あ祖母学舎）

食育……様々な経験を通して、「食」に関する
知識と選択する力を習得し、生涯にわたって
健全な食生活を実践できる人間を育てること。
そして、「食」について改めて知識を高め、自
然の恩恵や「食」に関わる人々の活動への感
謝の念や理解を含めることとされている。

○食材納入生産者の声

真心をこめてつくっています
池部地区農業改善組合　添田孝吉さん（池部・53 歳）
　キャベツやネギ、人参などを調理場に納入しています。自
分の子ども（小 3 と中 3）が通っていることもありますが、
より安全、安心な食材を給食には使ってもらいたいです。も
ちろん、わが子が卒業しても安全な野菜の供給に努めますよ。

AM 7:30

おいしい給食が
みんなに届くまで

食材搬入

この日の食材が生産者や流通

業者の手で調理場に運ばれて

きます。食材の検収作業に大

忙し！

AM 8:00 調理開始
食材を確認後、調理開始

野菜・果物は専用の洗

浄レーンで３回洗浄し

ます

便利なカッティングマ

シーンでざくざく

加熱調理したものは、温度計

で中心温度を計り記録します

大きい鍋でどんどん作って

ハイ、できあがり～♪

AM11:00 検食
安全性や味付け等を確認

するため、責任者が検食

します

みんなの学

校へいって

きまーす

配送

PM 2:00 あと片付け
空っぽになった食

缶をみると、とっ

てもうれしい！

←↓

↓

↓ ↓

↑

→

←
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地
域
に
愛
着
の
持
て
る
献
立
に
つ
と
め
ま
す

　

毎
日
の
給
食
は
衛
生
管
理
の
徹
底

を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、
時
間
と
の

戦
い
で
す
。
衛
生
管
理
に
は
手
を
抜

け
な
い
の
で
、
失
敗
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
作
業
工
程
表
、
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
動
線
図
な

ど
で
前
日
に
給
食
の
作
業
の
確
認
を

し
ま
す
。
部
署
ご
と
に
担
当
が
決
め

ら
れ
て
い
て
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
役
割
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
調
理
現
場
で
の
栄
養
士
の
仕
事

は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ま
と
め
る
指

揮
者
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

私
が
献
立
を
た
て
る
上
で
の
基
本

方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
竹
田
ら
し
い
献
立
の
工
夫

２
．
竹
田
産
の
食
材
を
中
心
に
取
り

入
れ
る

３
．
だ
し
は
か
つ
お
、
こ
ん
ぶ
、
い

り
こ
な
ど
の
天
然
の
も
の
を
使
う

４
．
手
作
り
が
で
き
る
も
の
は
献
立

を
工
夫
し
て
と
り
い
れ
る

５
．
基
本
の
栄
養
価
を
充
足
さ
せ
る

６
．
季
節
感
が
あ
る
も
の
、行
事
食
、

郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
る

　

給
食
は
食
に
関
す
る
指
導
を
行
う

上
で
生
き
た
教
材
と
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
す
。
毎
日
毎
日
の

給
食
の
中
に
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

１
年
目
２
年
目
に
は
、
竹
田
の
地

域
や
食
材
を
調
査
す
る
た
め
に
よ
く

生
産
者
の
方
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
訪
問
の
た
び
に
、
一
生

懸
命
に
愛
情
を
持
っ
て
、
野
菜
を
育

て
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
地

元
の
食
材
は
市
場
で
購
入
す
る
よ
り

も
洗
浄
や
処
理
が
大
変
な
時
が
あ
り

ま
す
が
、
育
て
て
い
る
人
の
顔
の
わ

か
る
安
心
安
全
な
野
菜
で
す
。
こ
れ

は
教
育
的
効
果
も
大
き
く
学
校
訪
問

の
際
に
は
ポ
ス
タ
ー
や
給
食
だ
よ
り

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
に
は
豊
か
な
自
然
や
地
域

に
根
ざ
し
た
『
食
』
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
『
食
』
を
切
り
口

と
し
て
地
域
を
知
っ
て
、
愛
着
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
が
健
康

で
あ
る
た
め
に
正
し
い
食
の
知
識
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。
栄
養

教
諭
と
し
て
、
学
校
・
地
域
・
給
食

調
理
場
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
給

食
を
生
き
た
教
材
と
す
る
こ
と
で
食

育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で

す
。　
　
（
栄
養
教
諭  

渕　

範
子
）

↑「地元の新鮮な食材を食べてほしい」と
話す栄養教諭の渕範子さん（写真右）と
栄養職員の甲斐さや香さん（写真左）

栄養教諭…全国の小中学校で「食」に関する栄養指導と給食管理を職務とする教員。

竹
田
に
は
『
命
の
根
源
』
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る

　

自
然
が
豊
富
な
大
分
県
に
は
米
、

野
菜
、
肉
、
魚
な
ど
、
新
鮮
で
お
い

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

現
在
、
地
産
地
消
を
進
め
る
『
食

育
』
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
地
元
食
材
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
給
食
に
県
産
食
材

を
取
り
入
れ
る
動
き
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
地
域
、
荻
地
域
を
含
め
た
幼

稚
園
、
支
援
学
校
、
小
学
校
、
中
学

校
の
計
15
校
、
約
１
４
２
０
食
分
の

給
食
を
作
っ
て
い
る
『
竹
田
中
央
学

校
給
食
共
同
調
理
場
』
は
平
成
20
年

４
月
に
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。
設

備
も
整
っ
た
新
し
い
調
理
場
で
す
。

お
い
し
い
給
食
を
安
全
に
提
供
で
き

る
調
理
・
配
送
環
境
に
配
慮
し
た
施

設
体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、
何
よ
り
も
安
全
性

の
確
保
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
成
長
期
に
あ
る

児
童
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
と

体
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
大
き
な

目
的
で
す
。

　

甲
斐
政
徳
場
長
は
、「
竹
田
は
農

林
畜
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、
新
鮮

な
食
材
が
豊
富
。
目
が
届
く
範
囲
の

も
の
は
安
心
安
全
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
地
産
地
消
の

原
点
だ
と
思
い
ま
す
。
命
の
根
源
は

『
水
』
と
『
空
気
』
と
『
食
べ
物
』。

都
会
で
は
お
店
で
売
ら
れ
て
い
た
り

し
ま
す
が
、
竹
田
で
は
す
べ
て
身
近

か
に
備
わ
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

平成 21 年度 学校給食用食材（副食材）使用割合
（平成 21 年 11 月調査値（16 ～ 20 日））単位：kg

市町村名 食材 総使用量
A

内　訳 県内産活
用率

県内産 B 県外産 外国産 （B/A）

竹田市

肉　類 457.5 343.9 110.8 2.8 75.2%
魚介類 202.5 65.0 127.5 10.0 32.1%
卵　類 24.5 4.0 20.5 0.0 16.3%
野菜類 1,262.3 1,127.0 132.6 2.7 89.3％
果実類 180.7               164.7 16.0 0.0  91.1%
その他 154.5 133.0 13.3 8.2 86.1%
小　計 2,281.9           1,837.6        420.6 23.7  80.5%

県内産活用率　平均 54.3%

ある日のふるさと給食の献立
きりぼしのゴマ酢あえ
農村商社わかばさんより竹田で生産された

大根をきりぼしにして届けていただきまし

た。切り干し大根は咀嚼（そしゃく）力を

高めるカミカミメニューのひとつです。

ウィンナーはハモン・デ・クジュウさんの

ウィンナーです。

牛乳
毎日、九州乳業より

新鮮な牛乳が届けら

れます。

サフランライス
大分県産米を使用して

います。サフランは竹

田市産です。竹田市は

サフランの生産日本一

です。

夏野菜カレー
丸福さんより、豚肉。わかばさんより玉ねぎ・

ピーマン・ナス、久住の広瀬さんよりトマ

ト、久住の大久保さんよりズッキーニを届

けていただきました。夏野菜をたくさん使っ

たカレーは、人気メニューです。
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日
展
の
大
分
巡
回
展
が
７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
、
１
か
月
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
は
芸
術
会
館
。
今
回
は
、
日
展

の
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
中
津
市
出
身
の
中

山
忠
彦
先
生
の
絶
大
な
る
お
力
添
え
で
、
会

場
の
狭
さ
を
跳
ね
返
す
ほ
ど
の
熱
気
に
満
ち

た
巡
回
展
に
な
り
ま
し
た
。
開
会
前
日
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
中
山
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、

最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た

大
分
県
出
身
の
洋
画
家
、
佐
藤
哲
さ
ん
や
今

回
初
め
て
の
入
賞
を
果
た
し
た
竹
田
市
出
身

の
書
家
、
藤
本
篤
さ
ん
ら
の
顔
も
そ
ろ
っ
て
、

す
ば
ら
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
で
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
の
は
、
彫
刻
家
の
辻
畑

隆
子
さ
ん
で
す
が
、
何
と
辻
畑
さ
ん
は
荻
町

の
緑
ヶ
丘
中
学
校
の
卒
業
生
と
あ
っ
て
、
市

長
と
し
て
お
招
き
に
あ
ず
か
っ
た
私
は
、
と

て
も
誇
ら
し
い
気
分
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
辻
畑
さ
ん
と
言
え
ば
、
竹
田

市
民
に
は
も
う
す
っ
か
り
お
馴
染
の
彫
刻
家

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
秋
開
催
さ
れ

る
嚶お

う

鳴め
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
記
念
し
て
の

廣
瀬
武
夫
像
の
製
作
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
、
全
国
区

の
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
辻
畑
さ
ん
は

弱
冠
24
歳
と
い
う
若
さ
で
日
展
の
特

選
に
輝
き
、
当
時
は
『
地
方
か
ら
彗

星
の
ご
と
く
に
登
場
し
た
天
才
』
と

評
す
る
人
も
い
て
、
ま
た
出
身
地
が

東
洋
の
ロ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
た
朝
倉
文

夫
先
生
と
同
じ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
ま
さ
に
時
代
の
寵
児
と
な
っ
た

の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
31
歳

で
再
び
特
選
に
輝
き
、
つ
い
に
日
展

の
審
査
員
に
就
任
さ
れ
た
の
で
す
。

　

さ
て
。
そ
の
辻
畑
さ
ん
が
魂
を
込

め
て
製
作
さ
れ
て
い
る
廣
瀬
武
夫
像

で
あ
り
ま
す
。
秋
の
除
幕
式
が
い
ま
か
ら
楽

し
み
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど
ア
ト
リ
エ
で
見
せ

て
い
た
だ
い
た
原
型
と
対
面
し
た
私
は
、
鳥

肌
が
立
つ
よ
う
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
こ

の
像
が
完
成
し
、
歴
史
資
料
館
の
前
庭
に
立

ち
あ
が
る
光
景
は
、
観
る
者
に
竹
田
と
い
う

ま
ち
に
宿
る
底
知
れ
ぬ
力
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
竹
田
市
民
に
聞
け
ば
、
だ
れ

も
が
「
瀧
廉
太
郎
や
田
能
村
竹
田
ゆ
か
り
の

町
で
す
。
岡
城
跡
や
城
下
町
も
あ
り
ま
す
」

と
答
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
。「
60
年

以
上
も
続
く
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学

校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
時
期
は
城
下
町
も
会

場
も
人
で
あ
ふ
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
か
、

「
田
能
村
竹
田
先
生
と
浦
上
玉
堂
先
生
や
頼

山
陽
先
生
と
の
関
係
を
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん

か
」
な
ど
と
問
わ
れ
る
と
、
た
じ
ろ
ぐ
人
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
…
…
。

　
『
歴
史
や
文
化
は
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
う

と
た
だ
の
過
去
に
な
る
』
と
教
え
て
く
れ
た

人
が
い
ま
し
た
。
そ
う
。
い
ま
こ
そ
、
私
た

ち
は
、
竹
田
の
歴
史
や
文
化
を
い
ま
に
活
か

し
な
が
ら
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
町
が
丸
ご
と
博
物
館
）
を

築
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

廣
瀬
武
夫
像
は
、
そ
ん
な
理
想
と
志
を
風

に
乗
せ
て
過
去
か
ら
未
来
へ
と
私
た
ち
を
導

い
て
く
れ
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長
コ
ラ
ム
〈
第
14
回
〉

有
由
有
縁
（
ゆ
う
ゆ
ゆ
う
え
ん
）

　

文
豪
川
端
康
成
が
晩
年
、
よ
く
揮
毫
し
た
の
が
『
有
由
有
縁
』。

人
と
の
出
会
い
や
物
事
と
の
接
点
が
生
ま
れ
る
の
は
、
偶
然
で
は

な
く
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
働
く
か
ら
で
あ
る
と
い
う
意
味
。

　

昭
和
27
年
、
取
材
旅
行
を
兼
ね
、
友
人
高
田
力
蔵
の
案
内
で
竹

田
市
を
訪
れ
、
竹
田
高
校
で
講
演
し
た
川
端
と
の
縁
は
、
ま
さ
に

目
に
は
見
え
な
い
力
だ
け
れ
ど
、
神
の
配
剤
と
し
か
思
え
な
い
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」（URL）http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

廣瀬武夫像が指し示す未来への道

↑「大きい！」。８月 10 日、製作
中の廣瀬武夫ブロンズ像（彫刻
家・辻畑隆子さんの工房にて）

廣瀬武夫ブロンズ像建立に
浄財のご協力をお願いします
　後世に残る廣瀬武夫ブロンズ像製作。現在、
全国からも格別のご芳志をいただいておりま
す。歴史的なこの作業にご賛同していただける
方は、下記の実行委員会事務局まで、ご連絡く
ださいますようお願い申しあげます。
　皆様からの格別のご支援、ご協力を引き続き
お待ち致しております。

廣瀬武夫ブロンズ像建立実行委員会　
会長　後藤万壽郎

廣瀬武夫ブロンズ像建立実行委員会事務局（竹田商工会議所内）
☎ 0974-63-3161　FAX0974-63-3163　［担当：河野通友］

　
「
子
育
て
満
足
度
日
本
一
に
向
け
た
豊

肥
地
域
で
の
取
組
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
８
月
24
日
、
豊
後
大
野
市
で
出
前
県

議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
か
ら
も
３
名
の
方
が
出
席
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
発
表

し
た
後
、
広
報
委
員
会
や
地
元
選
出
の
県

議
会
議
員
と
実
り
多
い
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

議員と語ろうイン豊肥地域

↑意見発表する渡邉由美子ＮＰＯ法人
　「夢苞」理事長



11 2010年９月発行

今月のひと
や
ら
ず
に
後
悔
す
る
よ
り
、

　

  

や
っ
て
後
悔
し
た
ほ
う
が
ま
だ
い
い

喜多屋を復活させ、W
ウィークエンド

eekend  C
カフェ

afe“ 清炉（SEIRO）”
をオープンした

佐
さ

藤
と う

　英
ひ で

之
ゆ き

（登録有形文化財『喜多屋』代表・36 歳）
　

佐
藤
英
之
さ
ん
の
父
親
の
故
郷
、
竹
田
。

幼
少
時
、
夏
休
み
に
過
ご
し
た
城
下
町
は
遠

い
記
憶
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
竹
田
市
田
町

通
り
に
あ
る
『
喜
多
屋
』
は
江
戸
時
代
に
藩

営
の
武
家
宿
と
し
て
造
営
さ
れ
て
以
降
、
明

治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
養
蚕
・
製
糸
機

業
、岡
駅
郵
便
役
所
を
設
置
す
る
な
ど
、歴
史

を
有
す
る
町
屋
で
し
た
。
建
造
物
も
明
治
10

年
に
西
南
戦
争
で
焼
失
し
た
後
、
明
治
12
年

（
１
８
７
９
）に
岡
藩
主
・
中
川
久
優
公
所
有

の
武
家
屋
敷
を
移
築
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
に
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指
定
。
明
治
31
年
の
『
竹
田
郵

便
電
信
局
』
時
の
写
真
を
も
と
に
、
平
成
20

年（
２
０
０
８
）に
修
復
作
業
を
開
始
し
、
今

年
完
了
し
ま
し
た
。

　

５
年
前
に
、
自
ら
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
竹
田

に
移
り
住
ん
だ
の
も
、『
喜
多
屋
』
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
竹
田
の
地
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
開
発
。
現
在
、

軌
道
に
の
り
つ
つ
あ
る
中
、
商
品
を
発
信
し

て
い
く
拠
点
と
し
て
、
田
町
の
実
家
屋
内
に

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
カ
フ
ェ 

清
炉
（SEIRO

）

を
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

英
之
さ
ん
は
窓
か
ら
趣
の
あ
る
裏
庭
を
眺

め
な
が
ら
「
喜
多
屋
に
は
祖
先
へ
の
尊
敬
、

大
事
に
し
た
い
と
い
う
思
い
入
れ
が
強
い
。

そ
こ
か
ら
始
ま
り
、
竹
田
の
人
と
の
つ
き
あ

い
が
広
が
っ
て
、
今
こ
こ
に
僕
の
居
場
所
が

で
き
た
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

プロフィール
1974 年（昭和 49 年）東京都世田谷区出身
大学卒業後、広告代理店、大学生協に務め、2001 年（平成
13 年）沖縄県八重山郡西表島へ移住。ホテルフロントマネー
ジャー、カヌーネイチャーガイドを経て、2005 年（平成 17 年）
代々続く本籍である喜多屋に根を下ろす。隣町長湯温泉の
老舗旅館で企画部長として務めた後、2008 年（平成 20 年）
10 月、喜多屋として開業　　URL: http://www.kita-ya.jp　

↑ KaKe Vegee 
　（かけべじ）

　

市
内
中
学
生
12
名
が
８
月
７
日
か

ら
11
日
に
か
け
て
、
国
際
交
流
体
験

学
習
と
し
て
韓
国
を
訪
問
し
ま
し

た
。
そ
の
報
告
会
が
８
月
18
日
、
市

役
所
庁
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
「
日
本
の
平
和
を
実
感
し

た
」、「
英
語
を
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
」、「
こ
の
体
験

を
糧
に
、
文
化
や
国
を
超
え
て
偏
見

を
持
た
な
い
、
気
持
ち
の
大
き
な
人

間
に
な
り
た
い
」な
ど
感
想
を
発
表
。

報
告
を
受
け
た
市
長
は
「
帰
っ
て
き

た
思
う
今
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
て

ほ
し
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

竹
田
高
校
に
は
、
国
際
的
な
視
野

を
持
っ
た
生
徒
育
成
の
た
め
、
異
文

化
理
解
と
英
語
運
用
能
力
向
上
を
目

的
と
し
た
同
窓
会
主
催
の
海
外
派
遣

事
業
が
あ
る
。
今
年
も
８
月
上
旬
の

約
１
週
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
２

年
生
10
名
が
派
遣
さ
れ
た
。事
前
に
、

現
地
の
地
理
歴
史
、
社
会
や
風
習
等

に
つ
い
て
各
自
で
調
べ
た
調
査
結
果

を
発
表
す
る
学
習
会
を
行
っ
て
か
ら

研
修
に
臨
ん
だ
。

　

午
前
中
は
語
学
学
校
で
英
語
の
み

で
行
わ
れ
る
授
業
を
受
け
、
午
後
は

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
シ
ド
ニ
ー

市
内
の
様
々
な
場
所
を
訪
問
し
た
。

現
地
の
人
々
と
触
れ
あ
い
文
化
の
違

い
に
驚
き
な
が
ら
も
、
移
民
の
国
が

持
つ
受
容
の
精
神
と
暖
か
な
雰
囲
気

を
感
じ
感
銘
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
教
員
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
の
交
流
の
中
で
意
思
疎
通
が

十
分
に
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感

じ
、
英
語
学
習
に
一
層
の
意
欲
を
燃

や
し
た
生
徒
も
多
か
っ
た
。
短
い
期

間
で
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
た
非
常

に
意
義
深
い
研
修
と
な
っ
た
。

（
竹
田
高
校
教
員
・
田
村
京
子
） 

　

32
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
警
察

官
と
し
て
職
務
に
精
励
し
、
治
安
の

維
持
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
元
福
岡

県
警
部

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

  

志
賀  

悠
郎
さ
ん　
　

（
79
歳
・
神
堤
［
長
湯
］）

中
学
生
の
韓
国
体
験
学
習
報
告

竹田高校同窓会海外派遣事業
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真夏の夜に華やかな山車の競演
久住夏越まつり

　久住町の伝統行事、久住神社の夏越祭りが８月８日、９日
の２日間に催されました。
　見立て細工による４体の山車が歩行者天国となった商店街
通りに繰り出すと、大勢の見物客は歓声をあげていました。

→
「坂本龍馬」（新町連）

←
「闘牛士」（下町連）

↑「 龍馬伝」（田向組）

↑「 久住鹿鳴」（本町組）

→
精
霊
流
し

　８月 14 日、宮城地区で「第 7 回小松明祭り」
が行われ、広がる田園風景は幻想的に照らさ
れていました。
　８月 15 日には竹田駅前で恒例の「盆踊り
大会」。また、稲葉川河川敷で先祖を供養す
る「精霊流し」が行われました。

過
ぎ
ゆ
く
故
郷
の
夏
を
惜
し
む

↑みんなで踊ろう！竹田盆踊り

↑第７回小松明祭り

　

８
月
７
日
、
陸
上
競
技
人
口
の
拡

大
と
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
感
動
を

与
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
ナ
イ
タ
ー

陸
上
「
第
18
回
ド
リ
ー
ム
・
ゲ
ー
ム

ス
ｉ
ｎ
お
ぎ
」
が
荻
小
学
校
運
動
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
数
は

１
９
６
名
（
小
学
生
83
名
、
中
学
生

１
１
２
名
、
一
般
１
名
）。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ゴ
ー

ル
に
向
か
っ
て
力
い
っ
ぱ
い
走
っ
て

い
ま
し
た
。

ドリーム・ゲームス in おぎ
　
「
第
21
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
・
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳

句
・
川
柳
大
会
川
柳
の
部
に
応
募
し

た
片
ヶ
瀬
自
治
会
の
由
布
忠
士
さ
ん

（
61
歳
）
の
作
品
が
入
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
『
散
歩
』。
散
歩
を
し

な
が
ら
思
い
つ
い
た
と
い
う
由
布
さ

ん
は
「
健
康
は
す
べ
て
の
原
点
。
今

後
も
作
品
づ
く
り
に
励
み
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

青空に気も晴れ散歩靴が鳴る
　

８
月
は
各
地
域
で
戦
没
者
追
悼
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
戦
か
ら
65
年

目
を
迎
え
た
８
月
15
日
、「
平
和
祈

願
祭
な
ら
び
に
阿
南
惟
幾
大
将
年
忌

祭
斎
行
」
が
広
瀬
神
社
で
営
ま
れ
、

阿
南
惟
幾
大
将
顕
彰
会
（
首
藤
勝
次

会
長
）
ほ
か
、
関
係
者
が
参
列
を
し

ま
し
た
。

　

神
事
の
あ
と
、
献
花
が
行
わ
れ
、

参
列
者
は
平
和
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

終戦から 65 年  平和の誓い新たに
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail:taketa@city.taketa.lg.jp）

　

８
月
19
日
、
竹
田
市
の
特
産
品
で

あ
る
露
地
か
ぼ
す
の
選
果
始
動
式
が

Ｊ
Ａ
お
お
い
た
み
ど
り
地
域
本
部
か

ぼ
す
選
果
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
を
代
表
す
る
味
覚
の「
か
ぼ

す
」が
こ
れ
か
ら
九
州
を
中
心
に
出

荷
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
露
地
物
と
貯
蔵
物
を
含
め
、

３
５
７
㌧
、
１
億
円
の
出
荷
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

８
月
は
市
内
各
地
で
小
さ
な
お
子

様
か
ら
小
中
学
生
に
向
け
て
の
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
、佐
藤
義
美
記
念
館
で
は「
よ

し
み
の
夏
ま
つ
り
」が
開
か
れ
、影
絵

や
釣
り
ゲ
ー
ム
な
ど
が
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
同
日
の
夜
、
竹
田
市
街
地
で

は
「
子
ど
も
夜
市
」
が
あ
り
、
エ
ノ

ハ
つ
か
み
取
り
や
射
的
な
ど
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
が
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
日
、
直
入
公
民
館
に
て
「
子
ど

も
祭
り
in
な
お
い
り
」
が
あ
り
、
砂

絵
や
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
（
写
真
）
な
ど

が
大
人
気
で
し
た
。

旬
の
か
ぼ
す
を 

召
し
あ
が
れ
♡

思い出いっぱい！

楽しく遊んだ夏休み

↑「子ども祭り in なおいり」 ↑「子ども夜市」

↑「よしみの夏まつり」

　

今
年
で
31
年
目
を
迎
え
る
「
ト
マ

ト
愛
の
定
期
便
出
発
式
」
が
８
月
18

日
、荻
町
選
果
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
４
か
所
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
居
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
大
分
県
農
協
大
分
み
ど
り
地
域

本
部
か
ら
荻
町
の
新
鮮
な
ト
マ
ト

（
８
㎏
・３
箱
）が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。愛のトマトを届けて 31 年

　

８
月
５
日
、「
第
６
回
人
権
を
守

る
市
民
の
集
い
」
が
竹
田
市
文
化
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
鶴
瑛
ち
ゃ
ん
の
修
羅
場
介
護
日

記
」
と
題
し
、
女
流
講
談
師
の
田
辺

鶴
瑛
さ
ん
が
、
実
母
と
義
母
の
介
護

体
験
を
も
と
に
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り

の
講
談
で
『
命
の
大
切
さ
と
、
生
き

る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
』
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。

介護はふまじめくらいで丁度いい !?

　竹田市・豊後大野市の障がいのある子ども
たちが夏休みを楽しく有意義に過ごし、また
家族の介護負担を軽減することを目的に『虹
色サマースクール』が夏休みの期間中開催さ
れました。
　プールやミュージックセラピー、工作など、
いろいろな遊びを通してボランティアと子ど
もたちはお互いの理解を深めました。
　また、参加したみんなの心に忘れられない
楽しい思い出ができました。

「虹色サマースクール」開催 !!
↑陶芸作品づくりでふれあう

　

８
月
１
日
、「
第
６
回
市
民
球
技

大
会
」
が
15
地
域
・
地
区
体
協
参
加

の
も
と
、
８
競
技
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
軟
式
野
球
】
Ａ
パ
ー
ト
・
荻
／
Ｂ
パ
ー
ト
・

直
入
、【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
Ａ
パ
ー
ト
・
宮
砥

／
Ｂ
パ
ー
ト
・
荻
、【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
竹
田
、

【
卓
球
】
豊
岡
、【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
玉
来
、

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
久
住
、【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

竹
田
Ａ
、【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
宮
砥

　

８
月
19
日
、
老
人
ホ
ー
ム
南
山
荘

で
「
夏
祭
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

入
居
者
の
み
な
さ
ん
は
子
ど
も
神
楽

や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

吉
弘
央
さ
ん
に
知
事
感
謝
状

　

長
年
、地
域
住
民
福
祉
の
向
上
と
、

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
山
手
自
治
会
長
の
吉
弘
央
さ

ん
（
78
歳
）
に
広
瀬
県
知
事
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

南山荘で夏祭り 市民球技大会開催

↑最高齢の都瑠嶺芳さ
ん 87 歳もハッスル

（ソフトテニス）
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〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜
〈
９
〉

東
京
大
学
景
観
研
究
室
修
士
課
程
２
年

金
野
拓
朗

　

な
ぜ
だ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
竹
田

の
町
の
風
景
は
、
昔
か
ら
ず
っ
と
同

じ
だ
と
思
っ
て
い
た
。 

　

考
え
る
ま
で
も
な
く
、
そ
ん
な
わ

け
が
な
い
。
そ
の
時
代
ご
と
に
、違
っ

た
風
景
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、

町
の
風
情
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、
不

思
議
と
な
ん
の
疑
問
も
抱
か
ず
そ
う

思
っ
て
い
た
自
分
が
い
た
。 

　

そ
の
た
め
、
７
月
に
景
観
研
究
室

が
行
っ
た
竹
田
調
査
で
、
僕
は
と
て

も
驚
か
さ
れ
た
。
住
民
の
方
々
に
お

話
を
伺
う
と
、
昭
和
40
年
ご
ろ
の
竹

田
に
は
映
画
館
が
あ
り
、
川
沿
い
に

旅
館
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
ア
ー
ケ
ー

ド
の
商
店
街
が
あ
っ
た
な
ん
て
言
う

の
だ
。 

　

お
い
お
い
、
と
僕
は
自
分
の
無
知

を
恥
じ
た
の
と
共
に
、
過
去
の
竹
田

に
強
い
興
味
を
抱
い
た
。
そ
こ
で
、

昭
和
30
年
代
や
40
年
代
の
城
下
町
の

住
宅
地
図
を
見
る
と
、
さ
ら
に
多
く

の
こ
と
が
わ
か
る
。 

　

読
者
の
み
な
さ
ま
は
ご
存
知
か
も

し
れ
な
い
が
、
た
と
え
ば
昭
和
39
年

の
地
図
で
は
、
マ
ー
ト
と
呼
ば
れ
た

あ
る
細
い
路
地
沿
い
に
は
多
く
の
店

舗
が
並
び
、
一
方
で
田
町
通
り
の
ス

ナ
ッ
ク
は
ま
だ
な
い
。
今
と
は
全
く

違
う
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
の
だ

な
ぁ
、
と
想
像
し
な
が
ら
地
図
を
眺

め
て
い
る
と
、
瞬
く
間
に
時
間
が
過

ぎ
て
い
く
。 

　

ふ
と
考
え
る
と
、
僕
は
こ
れ
ま
で
、

町
を
囲
む
山
々
や
城
下
町
の
建
物
が

描
く
、
ど
こ
か
風
情
の
あ
る
風
景
に

着
目
し
て
い
た
。
言
う
な
ら
ば
、
建

物
の
外
観
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。 

　

し
か
し
、
そ
の
建
物
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
場
所
が

ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
て
き
た
か
。

そ
れ
を
知
る
こ
と
も
ま
た
大
事
な
よ

う
に
思
え
た
の
だ
。 

　

住
民
の
方
々
が
覚
え
て
い
る
、
ま

た
は
住
宅
地
図
に
記
録
し
て
あ
る
町

の
記
憶
や
場
所
の
記
憶
の
よ
う
な
も

の
が
、
ど
の
よ
う
に
将
来
の
竹
田
の

町
に
関
わ
っ
て
く
る
か
は
わ
か
ら
な

い
。
た
だ
、
歴
史
を
知
る
と
、
今
や

将
来
が
新
た
な
観
点
か
ら
描
か
れ
る

は
ず
だ
。
次
に
竹
田
を
訪
れ
る
の
は
、

10
月
頃
の
予
定
で
あ
る
。
新
し
い
竹

田
を
発
見
で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
、
僕
は
ま
た
昔
の
住
宅
地
図
を

眺
め
る
の
だ
。

　

７
月
の
調
査
で
は
、
多
く
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
、
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

　

色
々
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と

思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
に
ま
た
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

「内に豊かに 外に名高く」　あなたの力を活かしてみませんか
竹田市では、次のとおり平成 23 年度に採用する職員の募集を行います。
詳細は　【竹田市職員採用試験案内】　で必ず確認してください。

試験職種・職務内容等
試 験 職 種 採用予定者数 受験できる年齢要件と職務内容等

事務職
（身体障がい者を含む） 若干名

○昭和 52 年 4 月 2 日以降に出生し、学校教育法に定める高等学校以上（高等学校卒業
程度認定試験合格含む）の学歴を有する人（平成 23 年 3 月卒業見込み含む）
○市の一般行政事務に従事します。

建　築
（一級建築士） １　名

○昭和 50 年 4 月 2 日以降に出生し、学校教育法に定める高等学校以上（高等学校卒業
程度認定試験合格含む）の学歴を有する人
○建築士法に規定する一級建築士の資格を有する人
○市の専門業務等に従事します。

消防職

消　防　士 若干名
○昭和 58 年 4 月 2 日以降に出生し、学校教育法に定める高等学校以上（高等学校卒業
程度認定試験合格含む）の学歴を有する人（平成 23 年 3 月卒業見込み含む）
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

救急救命士 若干名

○昭和 58 年 4 月 2 日以降に出生し、学校教育法に定める高等学校以上（高等学校卒業
程度認定試験合格含む）の学歴を有する人
○救急救命士の免許を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

○受験資格等は、竹田市職員採用試験案内で必ず確認してください。
　受験案内・申込書等は、次の方法で入手できます。
１．全職種とも、竹田市役所総務課（本庁舎２階）及び荻・久住・

直入支所のいきいき市民課に用意しています。また、消防職に
ついては、消防本部庶務課にも用意しています。郵便で請求す
る場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、返
信用の封筒（Ａ４サイズ “ 角形２号 ”）に宛先、名前をはっき
り記入し、120 円切手を貼って問い合わせ先（市総務課職員係）
へ請求してください。

２．受験案内は、竹田市の公式ホームページ（http://www.city.
taketa.oita.jp/）にも掲載しています。試験案内及び申込書等
を印刷して利用できます。

【試験の日時及び試験会場】
○第１次試験
　平成 22 年 10 月 17 日㈰竹田市役所３階会議室

【申込受付期間等】（全職種）
○受 付 期 間　平成 22 年９月 10 日㈮まで
　　　　　　　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
○受 付 時 間　８時 30 分から 17 時まで
※郵送による申込書は、９月 10 日㈮までの消印が

あるものに限り受け付けます。
【受付場所・お問い合わせ先】
○竹田市役所総務課職員係（本庁舎２階）
　〒 878-8555　大分県竹田市大字会々 1650 番地
　☎ ６３ — １１１１（内線 216・217）
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ひろみさんのトマトカレー・トマトカレースープ
（屋号：よていは味

み

亭
てい

　代表　佐藤弘美、竹田市荻町）
荻町産の完熟トマトをたっぷり使い、オリジナルスパイスで仕上げ
たトマトカレーとトマトカレースープ。あまりのおいしさと熱いリ
クエストにより商品化。ご飯やパスタにかけるのはもちろん、牛乳
を加えてミルクスープにしてもおいしく召し上がれます。カレーは
ピリ辛大人味。スープはお子様や女性向きです。
●販売場所：竹田温泉花水月、道の駅すごう、道の駅たけた、とま

とちゃん　他

食育ツーリズム　竹田市経済活性化促進協議会

　ミニトマトやレタス、トウモロコシなど
を栽培しています。他の生産者の皆さんと
切磋琢磨しながらも、差別化を図って売り
上げを伸ばしたいです。若さと機動力で朝
地や清川の道の駅にも出荷しています。
　これからは日田市大山農協の木の花ガル
テンなどを参考に、残品の処理方法や有効
活用を検討してほしいと思います。

佐藤 大樹さん（上菅生・34歳）

若
さ
を
武
器
に
頑
張
り
ま
す

の す す め
４月から竹田温泉花水月に観光関連組織等が同一拠点に集結しました。今後はさらに相互の連
携効果が期待されます。このコーナーでは「花水月」発のわくわく情報をお知らせしていきます。
＊「知産知消」とは、知っている人が生産したものを、遠くの知人を介して消費の輪を広めていくことです。

知 産 知 消
ち　　　　　　　さ　ん　　　　　　   ち　　　　　　　し ょ う

　世界に一つ、自分だけのオリジナルの香水をつ
くってみませんか？
　「おおいた香りの森博物館」から講師をお招き
し、プチ香水作り体験を行います。誰でも簡単に
出来る内容となっていますので、是非ご参加くだ
さい。
　なお、人数に限りがありますのでお申込はお早めに！
日　　時：平成 22 年 10 月２日㈯　午後３時（１時間程度）
場　　所：竹田温泉「花水月」　　体 験 料：無料
募集人数：40 人
申込方法：商工観光課に直接電話でお申込ください。先着順となります。
　　　　　（手紙やＦＡＸでのお申込は出来ません）
　　　　　なお、小学生以下は保護者同伴でお願いします。
申込期限：９月 10 日㈮まで
お問い合せ　竹田市商工観光課　☎６３—４８０７

香水作り体験 in 花水月
プチ

新商品紹介 コーナー

地産地加
地消の
商品づくり

●お問い合せ
　竹田市経済活性化促進協議会
　☎ 62-2122
　ホームページ
　http://taketa-syokuiku.org/

すごあまこ～ん「コーンスープの素」
（とうきびの郷

さと

すごう　代表　山岡正近：竹田市菅生）
スイートコーンの生産地、菅生地区ですくすく育った「すごあ
まこ～ん」のコーンスープ。牛乳を加えるだけ、簡単で美味し
い無添加のコーンスープです。その甘さにはだれもが驚きます。
糖度の一番高い朝採りコーンをすぐに加工して、新鮮で濃厚な
甘さをそのままお届けします。パッケージに描かれている「こ
～ん坊や」が目印。ぜひご賞味ください。
●販売場所：道の駅すごう、道の駅たけた　他

森のサキイカ　森のアタリメ
（竹田たなぼた幸

こう

房
ぼう

：竹田市入田）
椎茸のあし（石づき）を、サキイカ風に香ばしく仕上げた珍味。
いつもは利用することのないあしを活用したアイデア商品！「森
のサキイカ」。さらに商品化第 2 弾として「森のサキイカ」で
は、噛みごたえや風味にも工夫を加え商品化した「森のアタリメ」
がいよいよ発売開始。屋号である「たなぼた幸房」には、棚か
らぼたもちのような出会いが重なり合い、幸せの房となるよう
願いが込められている。
●販売場所：竹田温泉花水月、道の駅すごう、道の駅たけた、川端家　他

お知らせ 竹田市観光ボランティアガイド協会主催の『ゆるり佐伯の旅』に参加しませんか。
［実施日］　10 月 14 日㈭　　［参加費］4,800 円（バス代・昼食代含む）

問 竹田観光案内所　☎ 63-2638

生産者！
あなたが

主役
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イ
ヌ
ワ
シ
が
く
じ
ゅ
う
山
系

に
一
番
生
棲
し
て
い
る
こ
と
は

１
９
８
３
年
（
昭
和
58
年
）
野
鳥

の
会
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。
黒

丘
と
対
峙
す
る
三
尾
峠
の
麓
の
直

入
町
柚
柑
子
地
方
の
人
は
、
昔
か

ら
「
三
尾
の
ワ
シ
」
と
呼
ん
で
巨

大
な
鳥
が
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
が
天
然
記
念
物
、
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
鳥
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
な

か
っ
た
。
そ
の
後
関
係
機
関
は
保

護
の
方
策
を
講
じ
て
い
た
が
、
生

棲
確
認
４
年
後
に
三
尾
峠
に
イ
ヌ

ワ
シ
を
生
け
捕
り
に
す
る
ワ
ナ
が

発
見
さ
れ
て
、
保
護
の
気
運
は
一

気
に
高
ま
っ
た
。直
入
町
で
は「
イ

ヌ
ワ
シ
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ

県
文
化
財
課
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を

始
め
た
。
ま
た
保
護
周
知
の
た
め

に
習
性
そ
の
他
あ
る
程
度
の
情
報

を
公
開
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
の
こ
と
が
密
猟
者
や
心
な

い
カ
メ
ラ
マ
ニ
ア
な
ど
へ
の
情
報

提
供
と
も
な
り
、
当
事
者
は
神
経

を
使
っ
た
。
事
実
ワ
ナ
公
表
後
密

猟
者
と
思
し
い
者
と
守
る
会
と
の

間
で
肚
の
探
り
合
い
が
あ
る
時
期

続
い
た
。
更
に
こ
れ
ま
で
一
度
も

幼
鳥
の
巣
立
ち
が
見
ら
れ
ず
に
年

が
経
ち
、
里
親
計
画
も
試
み
た
が

成
功
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

食
物
連
鎖
の
頂
点
に
立
つ
イ
ヌ

ワ
シ
は
農
薬
で
汚
染
さ
れ
た
餌
を

捕
食
す
る
こ
と
で
健
康
障
害
を
起

こ
す
こ
と
、
ま
た
多
様
な
生
物
の

育
つ
広
葉
樹
林
や
草
原
が
人
工
林

化
し
餌
場
が
少
な
く
な
る
こ
と
、

自
然
開
発
で
生
棲
縄
張
り
内
に
人

が
立
ち
入
る
こ
と
、
加
え
て
密
猟

者
や
心
な
い
人
間
の
仕
わ
ざ
も
あ

る
。
つ
ま
り
厳
し
い
条
件
逆
境
の

下
に
生
き
る
し
か
な
か
っ
た
イ
ヌ

ワ
シ
で
あ
る
。

　

自
然
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

も
あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
が
悠
然
と
舞
う

姿
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
十
数
年

を
越
え
て
い
る
。
三
尾
の
イ
ヌ
ワ

シ
は
伝
説
の
巨
鳥
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
元
直
入
町
イ
ヌ
ワ
シ
を
守
る
会

会
長　

清
水
誠
一
）

三
み

尾
お

のイヌワシ
↑イヌワシ

竹
田
市
立 

直
入
幼
稚
園

　

緑
に
囲
ま
れ
、
鳥
の
さ
え
ず
り

が
心
地
よ
い
自
然
豊
か
な
幼
稚
園

で
す
。

　

長
湯
地
区
と
下
竹
田
地
区
の
子

ど
も
に
加
え
、
久
住
、
朝
地
か
ら

も
園
児
が
通
っ
て
い
ま
す
。
下
竹

田
地
区
の
子
ど
も
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
小
学
生
と
通
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
の
公
立
幼
稚
園
の
中
で

は
唯
一
、２
年
保
育
を
実
施
し
て

い
て
４
歳
児
10
名
、
５
歳
児
６

名
、
計
16
名
で
楽
し
く
あ
そ
ん
で

い
ま
す
。
年
長
児
は
年
少
児
に

遊
び
や
園
生
活
の
中
で
分
か
ら

な
い
事
を
教
え
て
あ
げ
た
り
、
よ

り
楽
し
い
遊
び
に
誘
っ
た
り
す
る

し
、
年
少
児
は
年
長
児
の
行
動
や

遊
び
を
見
て
自
然
に
園
に
な
じ
み
、

遊
び
に
対
し
て
も
よ
り
深
く
か
か

わ
る
事
が
出
来
ま
す
。
小
学
校
と

は
約
５
０
０
ｍ
離
れ
て
い
ま
す
が
、

プ
ー
ル
遊
び
や
運
動
会
の
練
習
に

暑
さ
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
歩
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

園
目
標
と
し
て
「
心
も
体
も
元

気
な
子
（
す
こ
や
か
に
生
き
る
）」、

「
心
豊
か
な
や
さ
し
い
子
（
し
な

や
か
に
生
き
る
）」、「
意
欲
的
で

粘
り
の
あ
る
子
（
た
く
ま
し
く
生

き
る
）」
の
３
つ
を
掲
げ
、
日
々

保
育
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

身
近
な
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、

野
イ
チ
ゴ
摘
み
、
カ
エ
ル
探
し
、

バ
ッ
タ
取
り
等
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ど
ん
な
に
暑
い
日
も
砂
場

で
裸
足
に
な
っ
て
川
を
作
っ
た
り
、

穴
を
掘
っ
た
り
、
毎
日
泥
だ
ら
け

に
な
っ
て
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

園
庭
で
草
取
り
を
し
て
い
る
時
に

見
つ
け
た
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
も

み
ん
な
で
育
て
、
立
派
に
成
虫
に

な
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
支
え

ら
れ
な
が
ら
、
田
植
え
体
験
、
子

ど
も
祭
り
、
祖
父
母
参
観
、
地
域

振
興
祭
な
ど
色
々
な
行
事
に
参
加

し
、
た
く
さ
ん
の
感
動
や
貴
重
な

経
験
を
積
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
時
代
の
こ
の
経
験
、
感

動
が
後
々
生
き
る
力
の
源
と
な
り
、

大
き
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
と
思

い
ま
す
。

（
河
野
友
子
）

『
大
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
育
つ
子
ど
も
た
ち
』

↑田植え体験の様子

↑砂のごちそう作り

60

↑夕涼み会
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い
の
ち
を
守
る

〜
九
月
十
日
は

　
　

世
界
自
殺
予
防
デ
ー
〜

　

竹
田
市
の
自
殺
者
数
は
毎
年
10

人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、

自
殺
未
遂
者
は
自
殺
者
の
10
倍
い

る
と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
１
人
の
自

殺
（
未
遂
）
は
、
周
囲
の
５
〜
６

人
に
深
刻
な
心
理
的
影
響
を
与
え

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

殺
は
身
近
な
問
題
で
す
。

あ
な
た
に
も
出
来
る

自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

★
気
づ
き
（
家
族
や
仲
間
の
変

化
に
気
づ
い
て
、声
を
か
け
る
） 

　

発
言
や
行
動
の
変
化
や
体
調
の

変
化
な
ど
、
家
族
や
仲
間
の
変
化

に
敏
感
に
な
り
、
心
の
悩
み
や

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が

発
す
る
周
り
へ
の
サ
イ
ン
に
な
る

べ
く
早
く
気
づ
き
ま
し
ょ
う
。
変

化
に
気
づ
い
た
ら
、「
眠
れ
て
ま

す
か
？
」
な
ど
、
自
分
に
出
来
る

声
か
け
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

★
傾
聴
（
本
人
の
気
持
ち
を
尊

重
し
、
耳
を
傾
け
る
）

　

悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
時

間
を
か
け
て
、
で
き
る
限
り
傾
聴

し
ま
し
ょ
う
。
話
題
を
そ
ら
し
た

り
、
訴
え
や
気
持
ち
を
否
定
し
た

り
、
表
面
的
な
励
ま
し
を
し
た
り

す
る
こ
と
は
逆
効
果
で
す
。
本
人

の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
共
感
し
た

上
で
、
相
手
を
大
切
に
思
う
自
分

の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。 

★
つ
な
ぎ
（
早
め
に
専
門
家
に

相
談
す
る
よ
う
促
す
） 

　

心
の
病
気
や
社
会
・
経
済
的
な

問
題
等
を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
公
的
相
談
機
関
、
医
療
機

関
等
の
専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な

げ
ま
し
ょ
う
。
相
談
を
受
け
た
側

も
、
一
人
で
は
抱
え
込
ま
ず
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
上
で
、

本
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気

持
ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
家
族
、

友
人
、
上
司
と
い
っ
た
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
協
力
を
求
め
、
連
携
を
と

り
ま
し
ょ
う
。 

★
見
守
り
（ 

温
か
く
寄
り
添
い

な
が
ら
、じ
っ
く
り
と
見
守
る
） 

　

身
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
自
然
な
雰
囲
気
で
声
を
か
け

て
、
あ
せ
ら
ず
に
優
し
く
寄
り
添

い
な
が
ら
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

必
要
に
応
じ
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

と
連
携
を
と
り
、
専
門
家
に
情
報

を
提
供
し
ま
し
ょ
う
。

竹 田 市 健 康 増 進 課  ☎63-4810
荻支所いきいき市民課  ☎68-2214
久住支所いきいき市民課  ☎76-1419
直入支所いきいき市民課  ☎75-2211

こんにゃくのトマト炒め

〈材料〉４人分
こんにゃく　　　１枚	
片栗粉　　　　　大さじ４	
トマト（完熟）　　中１個	
干ししいたけ　　４枚	
甘酒　　　　　　大さじ１	
薄口醤油　　　　大さじ２	
オリーブオイル　大さじ１	
パセリ　　　　　少々

　こんにゃくをトマトと炒めるという発想に驚くかもしれませ
んが、これが意外とおいしいのでぜひ一度試してください。こ
んにゃくの歯ごたえと椎茸の旨みがよく出ていて、トマトの酸
味はマリネに似た味がします。甘酒を使っていますが、食品の
味をうまくひきだしています。甘酒はご飯に米こうじを加えて
発酵させた食品です。米こうじは蒸した米を発酵させた加工品
で、他に味噌、醤油、漬けものなど、わが国の食文化の基礎と
なる食品をつくってきました。発酵食品は熟成や分解をするこ
とで私たちの体の消化を助け、吸収を良くする働きをしてくれ
ます。9 月は食欲が落ちるなど夏の疲れが出やすい季節です。
発酵食品をうまく利用してしっかり食べましょう。

（竹田市学校給食研究会・大分県学校給食会講習会資料参照）

〈作り方〉──────────────────
①こんにゃくは下ゆでする。干ししいたけは水でもどす。
②椎茸、こんにゃくは 3mm 幅のそぎ切りにする。トマトは

皮をむき、種を取り 1 口大に切る。
③こんにゃくに片栗粉をまぶし、フライパンに油を入れ炒める。
少し焦げ目がついたら椎茸、トマトを加え甘酒、薄口醤油で

味付けする。
④器にもり、パセリを飾る。

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　

竹
田
市
心
の
相
談
支
援
事
業
所

が
月
１
回
、地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー

で
巡
回
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
日
程
】
竹
田
地
域
…
第
４
火
曜
日

／
荻
地
域
…
第
１
月
曜
日
／
久
住

地
域
…
第
４
木
曜
日
／
直
入
地
域

…
第
３
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

＊
変
更
等
の
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
市
報
の
「
竹
田
市
の

こ
よ
み
」
や
「
竹
田
市
心
の

相
談
支
援
事
業
所
」
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
予
約
】
竹
田
市
心
の
相
談
支
援

　

事
業
所　

☎
６
３—

３
３
４
６

　
　
（
㈪
～
㈮
９
時
～
17
時
）

　

＊
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
み

竹田市自殺死亡数（人）

こころの健康づくり講演会
　市民の方を対象に各地域でこころの健康
づくり講演会を開催します。お気軽にご参
加ください。
平成22年
　9月30日㈭

竹田市総合
社会福祉センター

　11月5日㈮ 直入公民館
平成23年
　1月20日㈭ 荻福祉健康エリア

　2月25日㈮ 久住保健センター

ポイント：フライパンはテフロン加工のほうが炒めやすいと思います。こんにゃくはあまり動かさず
に焦げ目をつけたほうがよいです。
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■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

図書館から
９月の
お知らせ

９月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

※カレンダー中の白抜きの
　日が休館日です。

日時　９月８日㈬
　　　14:00～
場所　竹田市総合
　　　社会福祉センター

ブックスタート

今月の新刊のご案内
〔一般の本〕
・小さいおうち　　　　　　　　　　　　中　島　京　子
・乙女の密告　　　　　　　　　　　　　赤　染　晶　子
・お父ちゃんと私－父･水木しげるとのゲゲゲな日常　水　木　悦　子
・プラチナデータ　　　　　　　　　　　東　野　圭　吾
・風をつかまえて　　　　　　　　　　　高　嶋　哲　夫
・能ナビー誰も教えてくれなかった能の見方　渡　辺　　　保
〔子どもの本〕
・子どもに語るトルコの昔話　　　　　　児　島　満　子
・ふしぎなヨットのかいぞくやまねこ　　斉　藤　　　洋
・ひみつのばしょ　　　　　　　　　　　ひがし　ちから
・おもしろい話が読みたい！ラブリー編　あさの　あつこ
・カーくんと森のなかまたち　　　　　　夢ら丘　実　果

70冊ほど購入しました

日時　９月15日㈬
　　　13:20～14：00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや　

おはなしルーム

　９月23日㈭秋分
の日は開館します。
ご利用ください。

「司書おすすめの一冊」

「絶叫委員会」　
（筑摩書房）

　 口 か ら 出 る 言 葉 は 不 思 議 で
す。この本には、偶然生まれて
は消えていく言葉たちについて
具体例をあげての考察が書かれ
てます。不合理でナンセンス･真
剣でおかしい。吹き出したり、
うなずいたり、楽しいですよ。

誕
生
お
め
で
と
う

7
月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

広報たけた 9 も　く　じ

人口の
うごき

空飛ぶ１００人プロジェクト「飛んでみて初めてわかった！
～天空の旅人たちが故郷竹田のスゴさを体感～」 ･･････････････2
大分県立芸術文化短期大学竹田キャンパス開設記念
　演劇公演「十二夜」 ･･････････････････････････････････････4
第２６回大分県消防操法大会・竹田市消防団Ｗ優勝 ････････････6
祝ご長寿！アッパレ 100 歳 31 人！／城下町再生プロ
ジェクトで東京大学景観教室と連携 ･･････････････････････････7
おいしい笑顔は、顔の見える食材から
竹田市の学校給食は、県産品活用率 80.5％で県内トップ ･･･････ ８
市長コラム⑭『有由有縁』 ･････････････････････････････････14

【別冊 たけたん情報】　９月のこよみ、たけたん情報

ＴＡＫＥＴＡＮ  ＦＡＣＥ 今月のひと（佐藤英之）／春の叙勲 ･･････15
まちの話題／竹田市職員採用試験案内／竹田雑感⑨／知産知消の
すすめ／ぼくたち・わたしたちの学びや（直入幼稚園）／まるご
と博物館／保健だより／食育レシピ／図書館情報／誕生おめでと
う／プクサン／ふるさと風韻（野村吉太郎）／郷土の植物／すく
すく１歳 ････････････････････････････････････････････16 ～ 20

（前月比）
人　口　  25,418 人（－  41 人）
　男性　  11,818 人（－  21 人）
　女性　  13,600 人（－  20 人）

（前月比）
世帯数　10,595 世帯（＋ 5 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成 22 年 7 月 31 日現在）

「雑木林のおくりもの」
（世界文化社）

　カタクリの花が咲き、春
の妖精と呼ばれるギフチョ
ウが舞う雑木林の春･･･里
山の雑木林の一年がめぐり
ます。未来に残してほし
い！大切な場所の四季が鮮
やかな写真絵本です。

穂村　弘 今森　光彦

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館
　　　えほんのへや

おはなしのへや

※今月の「シリーズほろにが」はお休みします。
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私
が
竹
田
に
帰
っ
た
と
き
に
行

く
場
所
が
ふ
た
つ
あ
る
。 

　

ひ
と
つ
は
岡
城
址
で
あ
る
。
私

が
小
学
校
３
年
生
（
昭
和
41
年
）

の
春
だ
っ
た
と
思
う
。
父
が
経
営

す
る
工
場
の
従
業
員
の
人
た
ち
と

会
社
で
岡
城
址
に
花
見
に
行
っ
た
。

当
時
は
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
な
か
っ
た

が
、
流
し
の
ギ
タ
ー
弾
き
が
い
た
。

歌
は
た
ま
に
出
る
程
度
だ
っ
た
が
、

一
人
が
歌
い
だ
せ
ば
、
み
ん
な
が

手
拍
子
で
歌
を
口
ず
さ
ん
で
楽
し

ん
だ
。
私
は
大
人
た
ち
に
交
じ
っ

て
大
人
に
酌
を
し
た
り
、
出
店
の

お
も
ち
ゃ
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
り

し
て
楽
し
ん
だ
。
今
と
違
い
そ
の

頃
、
瀧
廉
太
郎
の
銅
像
は
、
天
守

閣
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
私
は
そ

の
前
で
ピ
ス
ト
ル
を
持
っ
て
、
は

に
か
み
な
が
ら
写
真
に
納
ま
っ
た
。

妹
は
、
同
様
に
買
っ
て
も
ら
っ
た

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
首
に
賭
け
て
ポ
ー

ズ
を
と
っ
て
い
る
。
花
見
の
最
後

に
集
合
写
真
を
撮
っ
た
。
父
と
私

が
中
央
に
座
り
、
父
の
横
で
私
は

一
升
瓶
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
周

り
を
従
業
員
の
人
や
妹
が
囲
み
、

肩
を
組
ん
で
い
る
人
、
杯
を
掲
げ

て
い
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
で
、

に
こ
や
か
に
写
真
に
向
か
っ
て

写
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
様
子

は
40
年
以
上
経
過
し
た
今
で
も
忘

れ
な
い
。 

　

夕
暮
れ
時
、
人
気
の
あ
ま
り
な

い
岡
城
址
に
ひ
と
り
で
登
る
。
岡

城
会
館
前
の
駐
車
場
に
車
を
止

め
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
急
な
石
段

を
ふ
み
し
め
な
が
ら
上
が
っ
て
い

く
。
本
丸
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
歩
き

な
が
ら
、
石
垣
を
割
り
込
む
桜
の

木
の
成
長
ぶ
り
に
改
め
て
時
を
感

じ
、
な
お
も
進
む
。
本
丸
跡
ま
で

た
ど
り
着
き
、
改
め
て
急
峻
な
石

垣
の
芸
術
と
む
き
出
し
の
遺
跡
の

迫
力
に
感
嘆
す
る
。
本
丸
を
降
り

て
、
瀧
廉
太
郎
の
銅
像
に
刻
ま
れ

た
朝
倉
文
夫
の
文
章
を
な
ぞ
る
。

そ
し
て
、
遥
か
向
こ
う
に
見
え
る

久
住
連
山
を
眺
め
る
。
帰
り
道
は
、

今
は
草
切
り
を
し
て
整
備
さ
れ
た

西
の
丸
か
ら
本
丸
を
臨
む
。
草
と

木
と
石
垣
、
そ
し
て
空
し
か
見
え

な
い
寂
寥
感
た
っ
ぷ
り
の
風
景
に

浸
っ
て
、
し
ば
し
た
た
ず
む
。
そ

う
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
ま
た
駐
車

場
に
向
か
う
。 

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
う
と
う
さ

ま
（
扇
森
稲
荷
神
社
）
で
あ
る
。

正
月
に
お
参
り
し
て
神
楽
を
見
る

の
が
大
好
き
だ
。
私
が
小
学
校
の

頃
、
秋
に
な
る
と
あ
ち
こ
ち
の
神

社
で
祭
り
と
神
楽
が
あ
っ
た
。
小

学
校
の
と
き
は
、
友
達
と
あ
ち
こ

ち
の
神
社
の
ツ
ア
ー
を
し
て
、
神

楽
を
見
て
回
っ
た
。
悪
ガ
キ
（
ワ

ル
ガ
ネ
）
連
中
は
、コ
ウ
ジ
ン
（
荒

神
？
）
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て

か
ら
か
い
逃
げ
回
っ
て
い
た
。 

　

そ
ん
な
様
子
を
、
少
な
い
小
遣

い
の
中
か
ら
イ
カ
や
綿
ア
メ
を
食

べ
な
が
ら
眺
め
て
い
る
こ
と
が
、

私
は
無
性
に
楽
し
か
っ
た
。
今
は
、

祭
り
の
数
も
少
な
く
な
り
、
子
供

た
ち
も
お
と
な
し
く
な
っ
て
、
そ

ん
な
風
景
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
自
分
の
心
の
中
に
は
昔
の

情
景
が
浮
か
ん
で
く
る
。 

　
「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て

思
う
も
の
」　

室
生
犀
星
に
言
わ

せ
る
ま
で
も
な
く
、
ふ
る
さ
と
に

帰
り
た
く
な
い
理
由
、
帰
れ
な
い

理
由
を
あ
げ
だ
し
た
ら
切
り
が
な

い
。
し
か
し
、
ふ
る
さ
と
竹
田
の

景
色
、
自
然
は
、
何
も
言
わ
ず
に

私
の
心
を
優
し
く
包
ん
で
く
れ
る
。

だ
か
ら
私
は
、
毎
年
竹
田
に
帰
っ

て
い
る
。 

　

き
っ
と
あ
な
た
の
心
も
優
し
く

包
ん
で
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。 

竹田市は、夢と理想と志を思い起こさせるまちである。

　竹田市出身でご活躍の先輩方に、生まれ育ったまちの空気感に思いを馳せ、

　　自由に筆を走らせていただいた。いま自分の人生に風を吹かせながら…

竹
田
に
帰
る
理
由 

野
の

 村
むら

  吉
よし

太
た

郎
ろう

略　歴
弁護士
1958（昭和 33）年　竹田市君ヶ園生まれ、南部小学校、
南部中学校（現竹田南部中）卒業、大分雄城台高校卒業 
1987（昭和 61）年　司法試験合格、1989（平成元）年
東京弁護士会登録 
2010 年度　新司法試験考査委員 
東京都在住
赤坂野村総合法律事務所〔HP〕http://www.nomuralaw.com 

題字／草刈樵峰
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係
　

〒
878-8555  大

分
県

竹
田

市
大

字
会

々
1650　

☎
63-1043　

■
印

刷
／

い
づ

み
印

刷
こ

の
広

報
紙

は
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

　

山
地
の
林り

ん

縁え
ん

や
草
原
に
生
育
す

る
長
さ
２
㍍
ほ
ど
に
な
る
つ
る
性

の
多
年
草
で
す
。
全
体
に
白
い
毛

が
あ
り
、
茎く

き

は
よ
く
ス
ス
キ
な
ど

に
か
ら
み
つ
い
て
い
ま
す
。
茎
を

切
る
と
白
い
乳
液
が
出
ま
す
。

　

全ぜ
ん

縁え
ん

で
互ご

生せ
い

の
葉
は
卵ら

ん

状
じ
ょ
う

楕だ

円え
ん

形け
い

で
、
大
小
４
個
の
葉
が
あ
り
、

大
き
い
も
の
で
長
さ
５
㌢
、
幅
が

２
・
５
㌢
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
裏
面

に
白
い
毛
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

茎
か
ら
短
い
花
柄
を
出
し
鐘

し
ょ
う

状
じ
ょ
う

の
径
２
㌢
ほ
ど
の
浅
く
５
裂
す
る

紫し

褐か
っ

色
し
ょ
く

の
花
を
１
個
づ
つ
咲
か
せ

ま
す
。
花
の
内
側
の
下
部
に
は
濃の

う

紫し

色
し
ょ
く

の
斑は

ん

点て
ん

が
あ
り
和
名
の
由
来

に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
さ
１
・
５

㌢
ほ
ど
の
緑
色
の
５
裂
す
る
が
く

片へ
ん

が
目
立
ち
ま
す
。

　

ソ
ブ
は
木
曾
地
方
の
方
言
で
そ

ば
か
す
の
意
味
で
、
花
の
内
側
の

斑
点
を
ば
あ
さ
ん
の
そ
ば
か
す
に

見
立
て
て
婆ば

あ

ソ
ブ
の
名
が
あ
り
ま

す
。

　

竹
田
で
は
な
か
な
か
出
合
え
ま

せ
ん
が
、
久
住
高
原
で
た
ま
に

他
の
植
物
に
ま
ぎ
れ
て
観
察
さ
れ

ま
す
。
個
体
の
少
な
い
植
物
で
す
。

花
期
は
８
月
か
ら
９
月
で
す
。

郷土の植物 （259）

阿孫　久見
第66回

バアソブ（キキョウ科）

「白
はく

　露
ろ

」
まぶしい朝の光を背に、目
覚める名もなき風。やが
て、湿原は微かにうねる。
撮影・デザイン／竹 蔵　TAKEGURA

久保田照子さん

　

８
月
14
日
に
久
保
田
照
子
さ
ん
（
岡
城
通
り
）

が
、
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
緒

方
町
生
ま
れ
で
、
現
在
は
別
府
市
の
病
院
に
入
院

し
て
い
ま
す
が
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
て
、

す
こ
や
か
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。 

久
保
田
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。 

池田 トモさん

　

８
月
３
日
に
池
田
ト
モ
さ
ん
（
阿
蔵
）
が
、
め

で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
亡
夫
と
転

勤
で
九
州
各
地
を
ま
わ
り
、
現
在
は
花
を
育
て
る

の
が
楽
し
み
で
す
。
若
い
頃
か
ら
ご
自
分
で
作
っ

て
飲
ん
で
い
た
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
や
毎
晩
の
晩
酌
が

健
康
の
秘
訣
。 

池
田
さ
ん
、い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

平成21年９月生まれ
誕生日　親
（自治会）

平成22年10月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの

写真を募集します！ 問秘書広報係　☎６３-１０４３
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嚶鳴フォーラム 　竹田in

ふるさとの先人をまちづくり、人づくり、心そだてに活かす

 

日　時　10 月 23 日㈯　12:45 〜 17：00　　
場　所　竹田市文化会館大ホール
入場料　無　料
内　容
　【記念講演】「廣瀬武夫が語りかけるもの」
　　　　　　　講師／童門冬二（作家）
　【市町長サミット】「地域力を高めるために」
　・基調報告　竹田市の取り組み（竹田市長　首藤勝次）
　・ロシアから見た竹田市
　　（A.G.フェシュン在日ロシア大使館一等書記官）
　・パネルトーク　
　　（出演：嚶鳴フォーラムin竹田参加自治体首長）
　【リレー随想】「廣瀬武夫を語る」
　　川村　秀（日露文化センター代表）
　　藤本隆宏（俳優・NHKスペシャルドラマ「坂の上　
　　　　　　の雲」）廣瀬武夫役
　　スヴェトラーナ・フルツカヤ
　　　　　　（ロシア外交アカデミー博士課程）

嚶鳴フォーラムとは…
　嚶鳴フォーラムは、ふるさとの先人を通して、まちづ
くり、人づくり、心そだてを目指す嚶鳴協議会参加自治
体が一堂に会して、①それぞれの歴史上の人物を通して、
普遍的な人間の英知を再発見し、② その英知を共有す
ることによって、よりよき地域づくりへの道をともに学
び、探りあい、③ それぞれの地域での取り組みと、フォー
ラムでの成果を全国に情報発信していくことにより、衆
知を集めて、よりよき 21 世紀のまちづくり、人づくり、
心そだてのあり方を探り、実現してゆくことを目的とし
たフォーラムです。第 4 回目の本年度は、参加自治体
が竹田市に集結します。

名称の由来は…
「嚶鳴」とは中国最古の詩集「詩経」に出てくる言
葉で、鳥が仲間を求めて鳴き交うという意味。名君・
上杉鷹山の師として名高い東海市出身の儒学者・細
井平州が江戸に開いた私塾を「嚶鳴館」と名付けた
ことでも有名です。

嚶鳴協議会は、宇和島市、恵那市、小田原市、釜
石市、多久市、竹田市、田原市、津島市、東海市、
長野市、益田市、米沢市が参加（平成22年6月現在）
し、㈱ＰＨＰ総合研究所、㈱志學社が企画運営協
力する協議会で、事務局は東海市教育委員会社会
教育課内におかれています。

嚶鳴フォーラム in 竹田　ＨＰ
　http://www.city.taketa.oita.jp/ohmeiforum/
主　催　「嚶鳴フォーラム in 竹田」実行委員会、
　　　　竹田市、竹田市教育委員会
共　催　　嚶鳴協議会　　協　賛　　
●お問い合せ　竹田市企画情報課文化・地域振興室
　　　　　　　☎ 63-4801

歴史資料館　　　　　　　　　  　  ☎63-1923

〔開館時間〕9：00 〜 17：00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日
　　　　　（月曜日が祝日の場合は開館）
　　　　　9 月 24 日㈮は開館します。

○嚶鳴フォーラム in 竹田　『ふるさと先人展』
　7 月 9 日㈮〜 10 月 24 日㈰　　2 階展示室Ｂ

市民ギャラリー水琴館　　　　 ☎ 63-2200

〔開館時間〕9：00 〜 17：00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は開館）
　　　　　 ９月 24 日㈮は開館します。
○工藤敬一写真展フォトコレクションＸⅣ「古寺巡礼」
　9 月 1 日㈬〜 12 日㈰
お遍路さんに扮した佐藤昭次氏を写したモノクロ写真約
40 点を展示。　　　　　　　（工藤敬一 ☎ 62-2904）

○穂積一好遺作展
　9 月 14 日㈫〜 26 日㈰午前
故穂積一好氏の遺作の油彩画を中心に 40 点展示。

（画楽多会　☎ 62-3472）

○第 25 回竹田市美術展
　9 月 28 日㈫〜 10 月 11 日㈪

（阿南英行　☎ 62-2619）
※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直接
お電話ください。
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月間・週間
9 月 11 日㈯　警察相談の日

『悩むより　かけて安心　＃ 9110』
・短縮相談電話『＃9110』は、相談専用電話です。
・緊急の事件、事故以外は、『♯9110』を利用して相
談してください（『110番通報』は緊急の事件・事故の
時に使用する電話です）。

警察安全相談電話 ☎ 097-534-9110 
（警察総合相談）

［相談内容］
DV、ストーカー、振込め詐欺事案

（架空請求、オレオレ詐欺ほか）、
日常生活のトラブルなどの相談

（♯ 9110）
☎ 097-537-4107 
（生活安全関係）

☎ 097-537-5110 
（悪質商法関係）

竹田警察署　警察官職業体験学習

ちびっ子ポリス大集合　参加者募集！
　ちびっ子ポリスとなって刑事さんなどの警察活動を体
験してみませんか
日　　時　10 月 16 日㈯　10：00 〜 12：00
場　　所　竹田警察署（竹田市拝田原）
対　　象　市内の 4・5・6 年生（男女）　20 名
応募方法　参加申込み用紙（※）に必要事項を記入し竹
　　　　　田警察署に持参、または郵送してください。
　　　　　※竹田警察署、駅前交番、各駐在所にて配布
●お問い合せ　竹田警察署　☎ 63-2131

そのせき、結核ではありませんか？
9 月 24 日㈮〜 30 日㈭は結核予防週間です。
　結核は、過去の病気ではありません。全国で年間 2 万 5
千人の患者が発生しています。きちんと治療すれば治る病
気です。長引く咳（2 週間以上）、長引く倦怠感（体がだ
るく活力が出ない）、痰が出る（混血）、長引く微熱…こん
な症状が出る時は必ず受診してください。症状がなくても
年に 1 回健康診断で胸部Ｘ線検査を受けましょう！
●お問い合せ　大分県豊肥保健所　☎ 0974-22-0162

年　金
国民年金保険料の納め方
〜国民年金の保険料は以下の方法で納められます〜

※１　保険料は事前にお届けする納付書で納めます。
　　　なお、お手元に納付書がないときには、年金事務

所までお電話ください。
※２　口座振替・クレジットカードをご利用される方は、

お近くの年金事務所または金融機関の窓口で手続
きをお願いします。

（郵送による手続きもお受けしますので、年金事
務所にお問い合わせください。）

●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所　
　　　　　　　☎ 097-552-1211

募　集
第 6 回竹田市ひまわり号参加者募集

　今年も障がい者と健常者がふれあい助け合う「ひまわ
り号」が発車します。参加を希望する障がい者と支援協
力していただけるボランティアを募集します。
日　時　　10 月 17 日㈰　8：00 出発（市社協前）
行き先　　佐伯市周辺と自然・歴史とグルメの旅
定　員　　障がい者 60 名　ボランティア 70 名
参加費　　大人 3,500 円　高校生以下 2,000 円
●お問い合せ　竹田市社会福祉協議会（水野）☎ 63-1544

学校給食共同調理場給食物資納入業者の追加募集
　竹田中央学校給食共同調理場及び久住、直入学校
給食共同調理場では、平成 22 年度学校給食用物資納
入業者（野菜・果物・農産物加工品・精肉・地場産物等）
の追加募集をします。
　納入希望者は、指名願いを各調理場に提出してくださ
い。用紙は各学校給食共同調理場に指定のものを備え
てあります。
＊給食物資の納入には、一定の基準規格（市内産・国内

産）等があります。
◇受付期限　　9 月 28 日㈫まで
●お問い合せ・提出先
　・竹田中央学校給食共同調理場　☎63-1170
　・久住学校給食共同調理場　　　☎76-1157
　・直入学校給食共同調理場　　　☎75-2270

耐震診断
木造住宅の無料簡易耐震診断
　竹田市では、県・建築士会と協力して、ご自宅の簡易
耐震診断を行います。
   診断は、建築士と土木事務所・市職員がご自宅に伺い、
１時間程度で行います。ご自宅の図面がある場合は、当
日ご用意いただけると短時間で実施できます。
　診断の結果によっては正式な耐震診断を受けることを
おすすめします。
○対　　象　昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築された木

造一戸建て住宅（併用住宅で、住宅部分の面積が 2
分も 1 以上のものを含む）

○実施期日　11 月 8 日㈪〜 11 月 12 日㈮
　※詳細な日時はご希望をお伺いしたうえで決定します。
○募集戸数　5 戸
○締　　切　10 月 15 日㈮
●お問い合せ・お申込み
　竹田市総務課行政係　☎ 63-4800

相　談
土地・建物表示登記の無料相談
日　　　時　10 月 9 日㈯　10：00 〜 15：00
場　　　所　竹田市中央公民館集会室
相談担当者　大分県土地家屋調査士会豊肥支部会員
●お問い合せ
　大分県土地家屋調査士会豊肥支部　☎ 0974-63-1075

全国一斉司法書士法律相談
日　　　時　10 月 2 日㈯　10：00 〜 15：00
場　　　所　竹田市中央公民館集会室
相談担当者　大分県司法書士会会員
●お問い合せ
　大分県司法書士会豊肥支部　☎ 0974-62-2611

金融機関・郵便局・
コンビニの窓口で
納める（※１参照）

口座振替・クレ
ジットカードで納
める（※２参照）
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無料調定相談会
日　時　10 月 3 日㈰　9：30 〜 15：30
場　所　竹田市文化会館
内　容　民事（交通事故、金銭、土地建物ほか）や家事（家

庭の問題）でお困りの方は竹田の裁判所の調停
委員が相談に応じます。

●お問い合せ
　大分地方・家庭裁判所竹田支部　☎ 0974-63-2040

不妊についての相談会
　専門相談員（助産師）による不妊症や、不妊治療に関
する相談会を開催します。事前にお申込みください。
日　時　9 月 16 日㈭　15：00 〜 16：00
場　所　大分県豊肥保健所
●お申込み・お問い合せ　大分県豊肥保健所地域保健課
　☎ 0974-22-0162　（平日 9：00 〜 17：00）

補　助
乳がん検査　Ｊ．ＰＯＳＨスマイルアップキャンペーン
　日本女性の 16 人に 1 人が乳がんに罹っています。１
人でも多くの女性に乳がん検査（マンモグラフィー検査）
を受診していただくことを目的にＮＰＯ法人　Ｊ．ＰＯ
ＳＨ（日本乳がんピンクリボン運動）ではマンモグラ
フィー検査受診費の一部を補助します。
対象期間　平成 22 年 9 月 1 日〜平成 22 年 11 月 30 日
対 象 者　期間中にマンモグラフィー検査を受診した

20 歳以上の大分県在住の女性
対象人数   1,000 名（先着順）
内　　容　医療機関または市町村検診でマンモグラ

フィー検査受診の際に支払った自己負担額に
よって検診費を補助します。（ただし、治療
の一環としてのマンモグラフィー検査は除き
ます）。

申し込み　応募用紙と検診費の支払いが証明されるもの
（領収書コピー）が必要です。応募用紙は竹
田市役所健康増進課にあります。

実施主体　ＮＰＯ法人　Ｊ . ＰＯＳＨ（日本乳がんピン
クリボン運動）事務局

●お問い合せ　竹田市健康増進課　☎ 63-4810

国　保
退職者医療制度をご存知ですか
　退職者医療制度とは、長年勤めた会社などを退職して
国保に加入した人が、年金受給者となったとき、65 歳
になるまで本人とその家族がお医者さんにかかるときに
適用される制度です。
65 歳になると、一般の国保に加入することになります。
■対象になる人
　次の条件のすべてに該当する人とその被扶養者
　①国保に加入している人
　② 65 歳未満の人
　③厚生年金や共済年金などの年金を受けており、加入期

間が 20 年以上、または 40 歳以降 10 年以上ある人
■加入の届出について
　年金証書を受け取ったら 14 日以内に下記のものを
持って保険課、又は各支所いきいき市民課で届け出をし
てください。
☆届け出に必要なもの

　・保険証
　・印鑑
　・年金証書（退職者本人に該当する場合）
※すでに国保に加入している人に年金受給権が発生した

ときは、届出がなくても、市が退職被保険者証への切
り替えを行う場合があります。

■届出にご協力ください
　退職者医療制度と一般の国民健康保険では、納めてい
ただく保険税や医療費の窓口負担割合（3 割）に違いは
ありませんが、残りの医療費（7 割）を負担する財源が
違います。
　退職者医療制度では、窓口負担額と保険税を除く分は
会社等の健康保険からの拠出金で賄われています。
　適正に退職者医療制度へ加入していただくことで、竹
田市国民健康保険の負担が軽減されるため、皆様に納め
ていただく保険税の増加を抑えることにつながります。
　まだ、手続きがお済みでない方は、届出へのご協力を
お願いします。
●お問い合せ　竹田市保険課国保・高齢者医療係　
　☎ 63-1111（内線 135・136・137）

健康訪問事業にご協力をお願いします。
　10 月上旬より後期高齢者医療制度にご加入の方を対
象に、保健師が家庭訪問を行います。皆様のこれまでの
生活習慣などについてお伺いしながら、今後の健康づく
りや健康管理についてのヒントなどをお話させていただ
きます。
　お手紙で訪問日時等をお知らせしますので、ご協力を
お願いします。
　ご不明な点は下記までお問い合わせください。
●お問い合せ
　大分県後期高齢者医療広域連合事務局
　☎ 097-534-1711
　竹田市保険課　国保・高齢者医療係　☎ 63-1111
　（内線 135･136･137）

検　査
はかり（計量器）を取引または証明にお使いの方へ
　はかり（計量器）を、商品の販売、農水産物の出荷・
販売、薬の調剤、健康診断、診療等に使用されている方
は、2 年ごとに県知事が行う定期検査を受けなければな
りません。
　今年度、竹田市においては 9 月 22 日〜 10 月 1 日の
間に定期検査が実施されます。前回の受検者には受検会
場、日時はハガキでお知らせします。
　また、取引・証明に使用するはかりを新規に購入され
た方などで、いままで検査を受けたことのない方、取引・
証明への使用を廃止された方は 9 月 10 日㈮までに、商
工観光課までお知らせください。なお、詳しいことは下
記の連絡先までお問い合わせください。
●お問い合せ　竹田市商工観光課（牛尾）☎ 63-4807

防　災
電線近くの伐採にご注意ください　　
　最近、高圧線の近くでの伐採作業等による停電が発生
しています。感電の恐れもありますので、作業の際には
十分注意してください。
●お問い合せ
　九州電力三重営業所　☎ 0120-986-505
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11

日
㈯

11
:0

0
弓

道
女

子
中

津
市

中
津

市
弓

道
場

11
日

㈯
11

:0
0

卓
球

男
子

中
津

市
ダ

イ
ハ

ツ
九

州
ア

リ
ー

ナ
11

日
㈯

11
:3

0
卓

球
女

子
中

津
市

ダ
イ

ハ
ツ

九
州

ア
リ

ー
ナ

11
日

㈯
11

:3
0

議
員

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

豊
後

高
田

市
高

田
市

民
グ

ラ
ウ

ン
ド

11
日

㈯
12

:2
0

山
岳

男
女

中
津

市
山

国
町

釣
鍾

山
11

日
㈯

13
:0

0
ラ

イ
フ

ル
射

撃
由

布
市

庄
内

町
大

分
県

立
庄

内
屋

内
競

技
場

11
日

㈯
13

:1
0

山
岳

男
女

（
２

日
目

）
中

津
市

山
国

町
釣

鍾
山

12
日

㈰
8:

00
弓

道
男

女
（

２
日

目
）

中
津

市
中

津
市

弓
道

場
12

日
㈰

8:
30

ボ
ウ

リ
ン

グ
（

２
日

目
）

中
津

市
さ

く
ら

ボ
ウ

ル
12

日
㈰

8:
30

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

男
子

宇
佐

市
宇

佐
市

糸
口

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

12
日

㈰
9:

00
ラ

イ
フ

ル
射

撃
（

２
日

目
）

由
布

市
庄

内
町

大
分

県
立

庄
内

屋
内

競
技

場
12

日
㈰

9:
00

ク
レ

ー
射

撃
（

２
日

目
）

玖
珠

郡
玖

珠
町

玖
珠

ク
レ

ー
射

撃
場

12
日

㈰
9:

00
ア

ー
チ

ェ
リ

ー
中

津
市

三
光

三
光

運
動

公
園

多
目

的
広

場
12

日
㈰

       
9:

30
剣

　
道

中
津

市
中

津
北

高
等

学
校

体
育

館
12

日
㈰

9:
30

卓
球

男
女

（
２

日
目

）
中

津
市

ダ
イ

ハ
ツ

九
州

ア
リ

ー
ナ

12
日

㈰
9:

30
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
女

子
宇

佐
市

宇
佐

市
糸

口
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
12

日
㈰

9:
35

銃
剣

道
中

津
市

本
耶

馬
渓

町
禅

海
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
12

日
㈰

10
:0

0
陸

上
競

技
大

分
市

大
分

ス
ポ

ー
ツ

公
園

大
分

銀
行

ド
ー

ム
12

日
㈰

10
:0

0
議

員
陸

上
大

分
市

大
分

ス
ポ

ー
ツ

公
園

大
分

銀
行

ド
ー

ム
12

日
㈰

10
:0

0
レ

ス
リ

ン
グ

佐
伯

市
佐

伯
市

総
合

体
育

館
（

サ
ブ

ア
リ

ー
ナ

）
12

日
㈰

10
:0

0
綱

引
き

男
子

宇
佐

市
宇

佐
市

立
安

心
院

中
学

校
体

育
館

12
日

㈰
10

:2
0

綱
引

き
混

合
宇

佐
市

宇
佐

市
立

安
心

院
中

学
校

体
育

館
12

日
㈰

10
:2

0

平
成

22
年

度
　

運
動

会
・

体
育

大
会

（
予

定
）

5
月
2
2
日
㈯
	

竹
田
南
部
中
（
開
催
済
み
）

9
月
  
5
日
㈰
	

久
住
中

9
月
1
1
日
㈯
	

都
野
（
小
・
中
合
同
）
、
竹
田
中
、
緑
ヶ
丘
中
、
直
入
中

9
月
1
8
日
㈯
	

豊
岡
小
、
菅
生
小
、
白
丹
小
、
（
直
入
小
・
直
入
幼
）

9
月
1
9
日
㈰
	

(竹
田
小
・
竹
田
幼
）
、
岡
本
小
、
（
南
部
小
・
南
部
幼
）

	
	

祖
峰
小
、
城
原
小
、
久
住
小

9
月
2
3
日
(木

･祝
)	
宮
城
台
小
、
荻
小

9
月
2
5
日
㈯
	

白
丹
保

1
0
月
2
日
㈯
	

竹
田
保
、
荻
保
　

※
開
催
時
間
等
は
各
施
設
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

行
政

相
談

15
日

㈬
　

・
10

:0
0-

12
:0

0（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
　

　
　

　
 ・

10
:0

0-
12

:0
0（

直
入

支
所

）
　

　
　

　
 ・

10
:0

0-
12

:0
0（

久
住

支
所

）
16

日
㈭

　
・

10
:0

0-
12

:0
0（

荻
支

所
）



❺たけたん情報　平成22年９月号

1
㈬

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

　
・

大
分

県
民

体
育

大
会

竹
田

市
結

団
式

　
1
8
:3

0
〜

（
竹

田
市

体
育

セ
ン

タ
ー

）
・

工
藤

敬
一

写
真

展
「

フ
ォ

ト
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
1
4
・

古
寺

巡
礼

」
9
:0

0
-1

7
:0

0
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）
〜

1
2
日

2
㈭

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
　

・
豊

肥
子

牛
市

場
（

８
月

出
荷

予
定

分
）

 9
:0

0
-1

2
:0

0
　

・
身

体
障

が
い

者
巡

回
相

談

会
　

肢
体

1
2
:0

0
〜

　
聴

覚
1
3
:3

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
・

竹
田

温
泉

「
花

水
月

」
休

館
日

3
㈮

・
豊

肥
子

牛
市

場
（

８
月

出
荷

予
定

分
）

　
9
:0

0
-1

2
:0

0
 

・
第

９
回

農
業

委
員

会
総

会
（

本
庁

３
階

会
議

室
）

1
4
:0

0
〜

4
㈯

・
第

3
1
回

竹
田

混
声

合
唱

団
定

期
演

奏
会

〜
コ

ー
ル

メ
リ

ー
ズ

と
と

も
に

〜
　

1
9
:0

0
-2

1
:3

0

（
竹

田
市

文
化

会
館

）

5
㈰

・
総

合
健

診
　

8
:0

0
-1

0
:0

0
受

付
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

　
・

第
1
9
回

岡
の

里
親

善
ペ

タ
ン

ク
大

会
  

9
:0

0
-1

5
:0

0
（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
多

目
的

広
場

）
　

・
サ

ロ
ン

・
ぴ

ぉ
〜

ね
1
0
:0

0
-1

2
:0

0
（

大
久

保
病

院
）

問
豊

肥
保

健
所

地
域

保
健

課
　

☎
0
9
7
4
-2

2
-0

1
6
2
　

・
城

原
地

区
戦

没
者

慰
霊

追
悼

祭
 1

1
:0

0
-1

2
:0

0
（

智
正

寺
）

　
・

西
の

宮
八

朔
祭

り
（

西
の

宮
社

）

6
㈪

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）
:要

予
約

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

7
㈫

・
竹

田
市

歩
こ

う
会

「
早

朝
飛

田
川

散
策

」
（

竹
田

駅
前

５
:5

0
集

合
）

※
１

　
・

お
は

な
し

の

へ
や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
善

神
王

祭
（

岡
神

社
）

8
㈬

・
３

、
６

、
1
2
か

月
児

健
診

　
1
3
:0

0
-1

3
:2

0
受

付
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

1
4
:0

0
〜

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
・

陽
目

の
里

「
名

水
茶

屋
」

休
業

日

9
㈭

・
救

急
の

日

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

10
㈮

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
1
3
:0

0
〜

（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
文

化
財

課
（

☎

6
3
-4

8
1
8
）

 ・
農

業
用

廃
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

回
収

9
:0

0
-1

5
:0

0
（

菅
生

育
苗

セ
ン

タ
ー

）

11
㈯

・
童

謡
と

絵
本

の
会

1
0
:0

0
-1

1
:3

0
（

佐
藤

義
美

記
念

館
〔

こ
の

こ
の

お
う

ち
〕

）

12
㈰

13
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
　

14
㈫

・
穂

積
一

好
遺

作
展

　
9

:0
0

-1
7

:0
0

（
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
）

〜
2

6
日

　
・

お
は

な
し

の
へ

や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
　

(竹
田

古
町

会
場

）

15
㈬

・
年

金
相

談
1
0
:0

0
-1

5
:0

0
　

（
高

齢
者

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

［
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

裏
］

）
問

日
本

年
金

機
構

大
分

年
金

事
務

所
　

☎
0
9
7
-5

5
2
-1

2
1
1
　

・
３

歳
児

健
診

1
3
:0

0
-1

3
:2

0
受

付
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
大

分
県

行
政

書
士

会
無

料
相

談
会

1
3
:0

0
-1

6
:0

0
（

大
分

県
行

政
書

士
会

〔
大

分
市

〕
）

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

1
3
:2

0
-1

4
:0

0
（

竹
田

幼
稚

園
）

　
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
：

要
予

約
　

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

　
・

御
前

湯
休

館
日

16
㈭

・
高

齢
者

大
学

竹
田

学
級

1
0
:0

0
-1

1
:3

0
（

竹
田

市
文

化
会

館
）

・
竹

田
温

泉
「

花
水

月
」

休
館

日

17
㈮

・
老

人
ク

ラ
ブ

全
国

一
斉

奉
仕

活
動

 9
:3

0
〜

（
廣

瀬
神

社
）　

・
大

分
県

民
体

育
大

会
竹

田
市

解
団

式
　

1
9
:0

0
〜

　（
ホ

テ
ル

岩
城

屋
）

・
第

2
0

回
Ｌ

Ｄ
コ

ン
サ

ー
ト

1
9
:0

0
-2

1
:0

0
（

直
入

教
育

会
館

２
階

ホ
ー

ル
）　

・
い

な
り

の
日

18
㈯

・
橘

木
神

社
秋

季
大

祭

19
㈰

・
郷

土
の

自
然

に
親

し
み

観
察

を
す

る
会

「
秋

の
久

住
高

原
（

平
木

貯
水

場
付

近
）
」
（

８
:0

0
市

役
所

前
集

合
）

※
２

　
・

第
３

回
武

夫
ウ

ォ
ー

ク
 歴

史
資

料
館

前
8
:3

0
集

合
　

問
竹

田
市

観
光

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
委

員
会

☎
6
3
-2

6
3
8
　

・
七

ツ
森

古
墳

群
巡

り
「

彼
岸

花
鑑

賞
健

康
ウ

ォ
ー

ク
」

9
:0

0
-1

2
:0

0
（

９
時

受
付

・
菅

生
分

館
前

集
合

）
　

問
竹

田
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
協

会
　

☎
0
9
0
-8

8
3
1
-0

9
8
7
　

・
第

１
回

大
分

県
盲

人
福

祉
（

竹
田

）
大

会
 1

0
:0

0
-1

5
:0

0
 （

直
入

公
民

館
）
　

・
第

1
3

回
七

ツ
森

彼
岸

花
祭

り
 1

3
:0

0
〜

（
菅

生
地

区
戸

上
（

七
ツ

森
古

墳
）
）

20
㈪

・
荻

地
域

敬
老

会
 1

1
:0

0
-1

3
:3

0
（

荻
町

福
祉

健
康

エ
リ

ア
屋

内
多

目
的

運
動

場
）

21
㈫

・
お

は
な

し
の

へ
や

1
0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

22
㈬

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約

・
陽

目
の

里
「

名
水

茶
屋

」
休

業
日

23
㈭

24
㈮

・
豊

肥
子

牛
市

場
（

９
月

出
荷

予
定

分
）　

9
:0

0
-1

2
:0

0
　

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム

1
3
:0

0
〜

（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

:文
化

財
課

　
☎

6
3
-4

8
1
8

25
㈯

・
豊

肥
子

牛
市

場
（

９
月

出
荷

予
定

分
）

9:
00

-1
2:

00
　

・
第

６
回

岡
の

里
文

化
財

探
訪

講
座

（
歴

史
資

料
館

9:
00

集
合

）

問
竹

田
創

生
館

（
☎

62
-4

10
0）

　
・

童
謡

と
絵

本
の

会
10

:0
0-

11
:3

0（
佐

藤
義

美
記

念
館

「
こ

の
こ

の
お

う
ち

」
）

26
㈰

27
㈪

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日

28
㈫

・
第

2
5

回
竹

田
市

美
術

展
　

9
:0

0
-1

7
:0

0
（

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
水

琴
館

）
 〜

1
0
/1

1
㈪

　
・

お
は

な
し

の
へ

や
 1

0
:3

0
-1

1
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
1
3
:3

0
-1

5
:3

0
（

竹
田

市
総

合
社

会
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都市計画
竹田都市計画区域マスタープランの見直しにかかる公聴会
　「都市計画区域マスタープラン」とは長期的な展望に
立った都市の将来像を明確にするため、都道府県が都市
計画区域における将来のまちづくりの基本的な方針を示
すもので、大分県では、平成 16 年 4 月に、県内の 18
都市計画区域ごとに「都市計画区域マスタープラン」を
策定しています。
　計画策定から 5 年余りが経過し、本格的な人口減少・
超高齢社会の到来や地球環境問題の高まりなど、社会経
済情勢が大きく変化するなか、これまでの拡大を前提と
した都市づくりから、多くの人々が安全・安心して快適
に暮らせるコンパクトなまちづくりへ転換を図ることが
求められています。
　このため、昨年度から「都市計画区域マスタープラン」
の見直しに着手しており、8 月 10 日の見直し素案の説
明会を経て、皆さんからご意見をいただくために、見直
し素案を縦覧し公聴会を開催します。
◆素案縦覧
　縦覧期間　平成 22 年 9 月 8 日㈬ 〜 22 日㈬
　　　　　　午前 8 時 30 分 〜午後 5 時（平日のみ）
　縦覧場所　大分県都市計画課、竹田市建設課
◆公聴会　（予定）
　公聴会において意見の申出を希望される場合は、9 月
22 日㈬の素案縦覧が満了する日までに「公述申出書」
を縦覧場所宛に提出して下さい。なお、公聴会の傍聴を
希望される方は、公聴会開始の 30 分前から受付を行い
ますので、会場までお越し下さい。
　ただし、意見の申出者がいない場合は、公聴会を中止
し、その旨を県都市計画課、及び竹田市のホームページ
に掲載します。
日　時 　平成 22 年 10 月 18 日㈪　午後 7 時〜
　　　　（公述申出者がいない場合は中止）
場　所　竹田市役所 3 階会議室
●お問い合せ　大分市大手町 3 丁目 1 番 1 号（県庁舎

新館 6 階）　大分県土木建築部都市計画課 都市計画班
　☎ 097-506-4659　URL  http://www.oita-mp.com

福　祉
第 1 回大分県盲人福祉（竹田）大会
　視覚障害者をとりまく諸課題について研究・討議を深
めると同時に、県民の視覚障害者に対する理解を高める
ことを目的に記念講演、分科会が開催されます。ぜひお
越しください。
日　時　９月 19 日㈰　10:00 〜 15:00
場　所　直入公民館
入場料　無 料（一般の方）
内　容　記念講演 演題「障害者の人権について」
講　師　山口県立大学社会福祉学部講師
　　　　中村 実枝　先生
分科会　第１分科会生活福祉及びバリアフリーについて
　　　　第 2 分科会障害者差別と人権について
●お問い合せ　社会福祉法人 大分県盲人協会
　☎ 097-532-8450

ご協力ありがとうございました
　７月 30 日に開催しました「第 6 回チャリティバザー」
につきましては物品や野菜の提供・購入に皆さんのご協
力をいただき誠にありがとうございました。

　収支を下記のとおり報告します。この益金は大分県共
同募金会竹田支会に寄付し、年末に市内の支援を必要と
される方々のために使わせていただきます。　　

第 6 回チャリティバザー実行委員会 
収　支　報　告　

収　　　入 支　　　出
売 上 金　654,090 円 諸経費　52,835 円
寄 付 金　 　1,000 円
収 入 計　655,090 円 支出計　52,835 円
差引益金　602,255 円

藤本　敦子さん
優秀選手賞を受賞 !!
　平成 21 年度大分県障がい者ス
ポーツ大会において優秀な成績を収
められた藤本敦子さん（久住町新町）
が、大分県障がい者スポーツの振興
に貢献したことを評価され優秀選手
賞を受賞しました。

【経歴】 第 19 回全国障がい者スポーツ大会「トキ
めき新潟大会」女子ジャベリックスロー第 1 位　
18m75cm（大会新記録）、女子ソフトボール投げ第
2 位　23m21cm

環境衛生
竹田市リサイクルセンター建設に係る生活環境影響
調査結果の縦覧について
　竹田市において竹田市リサイクルセンターの建設を計
画しております。生活環境影響に及ぼす影響の調査結果
を記載した図書の縦覧を下記のとおり行います。
縦覧場所　竹田市環境衛生課（竹田市役所）　　
縦覧期間　平成 22 年 9 月 6 日㈪から 10 月 5 日㈫まで
　　　　　午前 8 時 30 分から午後 5 時まで
　　　　　（ただし土曜日・日曜日・祝日は除きます）
縦覧手続　縦覧者名簿に住所及び氏名の記入をお願いします。
意見書の提出先 　環境衛生課
提出期限　9 月 6 日㈪〜 10 月 19 日㈫まで
●お問い合せ　竹田市環境衛生課 ☎ 63-4821（直通）

清掃センターの解体工事が始まります
　清掃センターの解体工事が始まっております。工事
期間中（平成 24 年 3 月末まで予定）は、清掃センター
内に工事車両が頻繁に出入りします。一般のごみの持
込みは危険ですのでご遠慮ください。定期収集に出す
ように皆様のご協力をお願いします。
●お問い合せ　竹田市環境衛生課 ☎ 63-4821（直通）

試　験
平成 23 年度大分県農業大学校学生募集
１．募集定員   60 人（農学部）
２．試験期日　推薦入試  平成 22 年 11 月 9 日㈫
　　　　　　　一般入試  平成 22 年 12 月 3 日㈮
　　※一般入学試験については、年齢制限がありません。
３．出願期間
   　推薦入試  平成 22 年 10 月 8 日㈮ 〜 29 日㈮
   　一般入試  平成 22 年 11 月 9 日㈫ 〜 19 日㈮
●お問い合せ
　大分県立農業大学校 教務・学生課   ☎ 0974-22-7581
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平成 22 年度自衛官募集
　看護学生、防衛大学校学生、防衛医科大学校学生を募
集します。
対 象 者　高卒（見込含）21 歳未満の者
　　　　　※看護学生は高卒（見込含）24 歳未満の者
受付期間　9 月 6 日㈪ 〜 10 月 1 日㈮
試験期日・場所
　・看護学生
　　10月23日㈯　大分県中小企業会館
　・防衛大学校学生
　　11月６日㈯・７日㈰　日本文理大学
　・防衛医科大学校学生
　　10月30日㈯・31日㈰　北九州予備校大分校
●お問い合せ　自衛隊大分地方協力本部竹田本部
　　　　　　　竹田地域事務所 ☎0974-63-3320

催　し
第 20 回ＬＤコンサート
日　時　9 月 17 日㈮　19:00 開演
場　所　直入教育会館 2 階ホール
入場料　無　料
内　容　ショパン名曲、イタリア歌曲ほか
●お問い合せ　瀧廉太郎会☎ 63-1823（堀）

彼岸花鑑賞健康ウォーク
日　時　9 月 19 日㈰　9:30 出発
場　所　菅生分館前集合
コース　① 10㎞コース  ② 5㎞（健康ウォーク）コース
参加費　300 円
●お申込み・お問い合せ　竹田ウォーキング協会
　　　　　　　　　　　　☎ 090-8831-0987

竹田市荻愛育保健推進員会ジャンボかぼちゃ大会
　愛育保健推進員会では、成長したかぼちゃとともに会
員皆さんとの交流を深めるため、ジャンボかぼちゃ大会
を開催します。みなさん、ふるってご参加ください。
期　日　10 月 1 日㈮ 9 時 30 分受付〜
場　所　竹田市荻福祉健康エリア　多目的運動場
内　容　・荻ジャンボかぼちゃ大会 10 周年記念講演
　　　　「皆で楽しく！！音楽療法と健康づくり」
　　　　講師：渡辺洋子先生（音楽療法研究会理事）
　　　　・かぼちゃ重量あてクイズ
申込み　出品される方は、9 月 24 日までに荻支所いき

いき市民課（☎ 68-2211）に氏名と個数をご
連絡ください。

表　彰　ジャンボかぼちゃ賞・べっぴん賞・
　　　　ユニーク賞　各 3 位まで
●お問い合せ　荻支所いきいき市民課 ☎ 68-2211
　　　　　　　　　　大分トリニータホームゲームへ県民を無料招待
対象試合　平成 22 年 10 月 23 日㈯
　　　　　徳島ヴォルティス戦（キックオフ時間未定）
試合会場　大分銀行ドーム（大分市大字横尾）
対 象 者　県内在住者
招待内容　トリニータシートへ 4,000 人程度を招待
　　　　　（応募者多数時は抽選）
申込方法　往復はがきに希望者全員（1 枚のはがきに 5

名まで連記可能）の住所、氏名、電話番号、
年齢（小・中・高校生は学年）を記入し、
10 月 12 日㈫※消印有効

申 込 先　〒 870-0126 大分市大字横尾 1629 番地
　　　　　㈱大分フットボールクラブ『大分県民招待事業係』
※未就学児は無料なので応募は不要
※会場の大分銀行ドームまでの交通手段は各自で確保
※返信用はがきの宛先に申込み代表者の住所、氏名を記入
●お問い合せ
　大分県文化スポーツ振興課　☎ 097-506-2056

第 6 回竹田市民親睦チャリティーゴルフ大会
日　　時　10 月 31 日㈰　8：00 スタート
場　　所　久住高原ゴルフ倶楽部（☎ 64-3010）
参 加 料　2,000 円（チャリティー 500 円含む）＋プレー代
　　　　　　（食事込み 7,500 円）
申込期間　9 月 5 日㈰〜 10 月 15 日㈮
※参加申込みは久住高原ゴルフ倶楽部へお願いします
●お問い合せ　竹田市民親睦チャリティーゴルフ大会実

行委員会事務局（工藤）☎ 63-3647
　携帯電話　090-8298-1544

求　人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①牧場作業員 1 人 12.5 万　②接客係 1 人 13.4 万　③
保育士 2 人 15.2 万　④養鶏作業員 1 人 13.5 〜 25.0 万
⑤看護師（正・准）1 人 15.0 〜 30.0 万　⑥社会福祉
士または社会福祉主事 1 人 16.0 〜 19.0 万　⑦看護補
助者 5 人 13.4 〜 15.0 万　⑧飼育係 3 人 16.0 万　⑨洗
卵・選別作業員 1 人 13.8 〜 14.0 万　⑩給食調理員 1
人 11.2 万　⑪中型トラック運転手 1 人 18.0 〜 22.0 万
⑫事務員および軽作業員 1 人 12.3 万　⑬パンの製造販
売員 1 人 12.8 万　⑭大工 1 人 19.2 〜 36.0 万　⑮接客
係 1 人 12.3 万

〔パート求人（時給）〕
⑯森林保護員 5 人 1,250 円  ⑰介護職員 1 人 840 円  ⑱
製造スタッフ 3 人 1,060 円  ⑲ガソリンスタンド販売員
1 人 650 〜 900 円  ⑳営繕係 1 人 750 〜 800 円㉑受付
1 人 660 〜 710 円  ㉒惣菜担当者　2 人 750 円㉓厨房
員 1 人 700 〜 800 円  ㉔洗い場 1 人 650 〜 813 円
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○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話
で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、
あらかじめ用意されて約束処方となることがありますので、ご了
承ください。

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　 ☎ 64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土　曜　日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ

けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院

へ電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合

は診療します。
小児科外来休日当番院

当 番 日 医療機関 電話番号

9 月  4 日㈯ みやわき小児科（三重町）0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

9 月  5 日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700
9 月 11 日㈯ みやわき小児科（三重町）0974-24-0230

竹田市立こども診療所 0974-63-3838
9 月 12 日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
9 月 18 日㈯ みやわき小児科（三重町）0974-24-0230

竹田市立こども診療所 0974-63-3838
9 月 19 日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
9 月 20 日㈪ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
9 月 23 日㈭ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

9 月 25 日㈯
みやわき小児科（三重町）0974-24-0230
三重東クリニック 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

9 月 26 日㈰ みやわき小児科（三重町）0974-24-0230

10 月 2 日㈯
みやわき小児科（三重町）0974-24-0230
三重東クリニック 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10 月 3 日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
受付時間　8:30 ～ 11:30（こども診療所は 9:00 ～ 11:30）
診療時間　9:00 ～ 12:00
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところがあります。
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大分県立三重病院　http://www.oita-miebyo.jp/
○竹田市立こども診療所　http://www.city.taketa.oita.jp/
○豊　肥　保　健　所　http://www.pref.oita.jp/12086/

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

9 月  5 日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
9 月 12 日㈰ たけした歯科医院（竹田） 0974-63-3212
9 月 19 日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
9 月 20 日㈪ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
9 月 23 日㈭ まつもとクリニック（竹田）0974-62-2400
9 月 26 日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
※診療時間を確認のうえ、受診してください。

竹田の話題がまるごと観られるのはＴＣＴだけ !!

◇たけた市民チャンネル特番
・大分県立芸術文化短期大学竹田キャンパス開設記念
　演劇公演　「十二夜」　　　　　　　
放送日 9月11日、18日、25日、10月2日㈯　17:00〜

　8月8日㈰に、竹田市文化会館で行われた、大分県立芸術
文化短期大学の学生による演劇公演「十二夜」をお届けし
ます。シェイクスピア原作の「十二夜」を時代劇風にアレ
ンジ。舞台を耶蘇教領主の治める豊後の国に変え、数奇な
運命を辿る双子の兄弟の恋愛喜劇です。演劇の中で、竹田
市内の小学生や、中学生が登場しますので、お楽しみに。

・チャリティー　民謡とおどりの祭典　
放送日 9月12日、19日、26日、10月3日㈰　14：00〜

　7月25日㈰に、竹田市文化会館で行われた、民謡とおどり
の祭典をお届けします。竹田市内6教室の先生や、生徒さん
が、教室で日頃練習している民謡や、おどりを皆さんに披
露しました。ぜひ、ご覧ください。

◇自主放送番組　　　　　　　　　　　
・『竹田のうまいもんいただきま〜す。荻町トマト編』
㈪15：30〜・㈫18：30〜・㈬21:30〜・㈭23:30〜
㈮12:00〜・㈯9:00〜・㈰17:00〜
　竹田のおいしいものを、お届けする番組です。今回は、荻
町のとまと学校、エム・ナイン、荻の里温泉におじゃましま
した。荻町のおいしいトマトや、トマトを使った食材を紹介
します！

・大河　独眼竜政宗　（毎週月曜更新）　　
　たけた市民チャンネルでは、番組の充実を図るため、9月
6日月曜日より、ＮＨＫで87年1月4日から87年12月13日ま
で放映された、「独眼竜政宗」の放映を開始します。独眼
竜と恐れられ、仙台62万石を一代で築いた伊達政宗の生涯、
全50回をお届けします。出演は、渡辺謙、北大路欣也、岩
下志麻ほか。

●お問い合せ　竹田市ケーブルネットワークセンター
　　　　　　　☎76-1415

たけたケーブルテレビ
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